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【
要
約
】
　
一
九
〇
五
年
に
バ
ク
ー
で
起
き
た
ム
ス
リ
ム
と
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
二
度
の
禺
族
衝
突
は
、
ロ
シ
ア
政
府
の
煽
動
に
よ
る
面
の
み
が
強
調
さ
れ
が

ち
で
あ
る
。
確
か
に
、
二
月
中
衝
突
は
ロ
シ
ア
政
府
、
お
よ
び
政
府
と
結
託
し
た
ム
ス
リ
ム
「
ゴ
チ
ュ
」
層
の
主
導
で
始
ま
っ
た
。
し
か
し
八
月
衝
突
に

は
ム
ス
リ
ム
労
働
者
も
参
加
し
て
い
る
。
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
ム
ス
リ
ム
／
不
熟
練
労
働
者
は
、
労
働
運
動
を
展
開
す
る
中
で
、
＝
一
月
協
約
の

成
果
を
得
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
／
熟
練
工
と
の
溝
を
深
め
て
い
っ
た
。
民
族
と
労
働
階
層
の
重
な
り
に
加
え
、
社
民
系
二
党
派
の
対
立
も
こ
の
亀
裂
を

広
げ
て
い
る
。
八
月
衝
突
の
直
前
に
は
、
熟
練
工
／
ア
ル
メ
ニ
ア
人
組
織
の
妨
害
に
よ
っ
て
、
不
熟
練
労
働
者
中
心
の
ゼ
ネ
ス
ト
が
失
敗
し
て
い
る
。
ム

ス
リ
ム
労
働
者
の
労
働
運
動
に
賞
す
る
不
満
は
、
モ
ッ
ラ
ー
等
の
宣
伝
に
よ
っ
て
ア
ル
メ
ニ
ア
人
に
向
け
ら
れ
る
。
八
月
衝
突
は
、
労
働
者
階
層
対
立
の

具
現
と
い
う
黒
黒
も
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
O
巻
三
号
　
一
九
九
七
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
多
民
族
都
市
バ
ク
ー
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
領
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
中
心
で
あ
り
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
い
て
は
世
界
最
大
の
石
油
都
市
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

あ
っ
た
。
労
働
運
動
も
盛
ん
で
、
一
九
〇
三
年
七
月
目
は
「
南
ロ
シ
ア
ゼ
ネ
ス
ト
」
の
口
火
を
切
り
、
一
九
〇
四
年
一
二
月
に
は
ロ
シ
ア
労
働

史
上
圃
期
的
な
団
体
協
約
を
締
結
す
る
な
ど
、
一
九
〇
五
年
革
命
に
先
駆
け
て
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
し
か
し
、
一
九
〇
五
年
の
バ
ク
ー
と
ザ
カ
フ
カ
ス
を
彩
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
ム
ス
リ
ム
と
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
の
流
血
の
対
立
で
あ
っ
た
。
二

月
に
バ
ク
ー
で
起
っ
た
「
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
」
は
、
ザ
カ
フ
カ
ス
に
お
け
る
両
民
族
の
武
装
衝
突
と
し
て
史
上
初
め
て
の
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
を
契
機
と
し
て
両
民
族
の
武
装
対
立
状
況
が
ザ
カ
フ
カ
ス
の
ほ
ぼ
全
土
に
成
立
す
る
。
こ
の
対
立
の
構
図
は
内
戦
期
を
経
て
現
在
に
ま
で
受
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労
働
運
動
史
と
し
て
は
、
欧
米
で
は
ス
ー
ニ
ー
、
日
本
で
は
高
橋
清
治
氏
の
著
作
が
あ
り
、
後
に
見
る
よ
う
に
、

関
が
統
計
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
両
氏
と
も
民
族
衝
突
に
つ
い
て
は
詳
述
し
て
い
な
い

　
欧
米
で
は
国
民
形
成
史
上
の
研
究
と
し
て
、
ア
ル
ツ
タ
ッ
ト
と
ス
ヴ
ェ
ト
コ
ウ
ス
キ
の
著
作
が
出
さ
れ
て
い
る
。

け
継
が
れ
て
い
る
。

　
旧
ソ
連
の
研
究
は
、
ラ
エ
フ
ス
キ
ー
の
古
典
的
著
作
以
来
、
両
民
族

の
衝
突
を
「
反
動
勢
力
の
反
革
命
的
陰
謀
」
と
し
て
片
づ
け
て
い
る
。

帝
政
皿
シ
ア
は
一
八
九
〇
年
代
か
ら
同
化
政
策
を
強
化
し
、
民
族
主
義

的
活
動
の
盛
ん
な
ア
ル
メ
ニ
ア
人
を
圧
迫
す
る
「
反
ア
ル
メ
一
　
ア
ー
1
親

タ
タ
ー
ル
」
政
策
を
展
開
し
て
い
た
。
一
九
〇
五
年
革
命
期
に
は
、
政

府
は
親
体
制
的
ム
ス
リ
ム
を
煽
動
し
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
活
動
、
ひ
い

て
は
革
命
運
動
全
般
に
打
撃
を
与
え
る
事
を
企
て
た
、
と
い
う
の
で
あ

③
る
。　

確
か
に
バ
ク
ー
の
二
月
衝
突
は
明
ら
か
に
政
府
の
煽
動
を
主
原
因
と

し
た
。
そ
れ
故
、
バ
ク
ー
の
二
度
の
民
族
衝
突
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
ポ
グ
ロ

　
　
　
　
④

ム
と
同
じ
く
、
ツ
ァ
ー
リ
権
力
に
よ
る
反
政
府
運
動
の
分
断
の
試
み
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
背
景
と
し
て
劣
位
の
ム
ス
リ
ム
・
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
と
優
位
に
あ
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
の
対
立
は
示
唆
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

れ
る
が
、
労
働
者
の
関
与
に
つ
い
て
言
及
は
な
い
。
ま
た
八
月
衝
突
は
、

二
月
衝
突
の
単
な
る
反
復
と
し
て
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
族
と
労
働
階
層
と
の
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
ア
ゼ
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ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
ム
ス
リ
ム
が
、
宗
教
的
帰
属
意
識
と
は
別
の
、
よ
り
地
域
的
に
限
定
さ
れ
た
「
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
人
（
1
ー
ム
ス
リ
ム
）
」
意

識
を
成
立
さ
せ
る
の
は
世
紀
転
換
期
以
降
の
事
で
あ
る
と
い
う
。
一
九
〇
五
年
も
ム
ス
リ
ム
近
代
主
義
者
の
活
動
の
開
花
期
と
し
て
重
視
さ
れ

て
い
る
。

　
し
か
し
そ
の
上
で
の
民
族
衝
突
の
位
置
付
け
は
消
極
的
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
、
両
者
と
も
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
民
族
衝
突
を
、
国
民
形

成
の
大
衆
的
契
機
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
は
い
る
。
ア
ル
ツ
タ
ヅ
ト
は
こ
の
事
件
が
「
民
族
的
目
宗
教
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
化
」
に
つ

な
が
っ
た
と
し
、
ス
ヴ
ェ
ト
コ
ウ
ス
キ
も
「
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
ム
ス
リ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
確
立
の
触
媒
」
に
な
っ
た
と
規
定
し
て

　
⑧

い
る
。
共
通
の
記
憶
、
共
通
の
神
話
の
創
出
は
確
か
に
国
民
形
成
の
基
礎
で
あ
ろ
う
し
、
事
実
、
こ
の
時
点
に
創
ら
れ
た
武
装
対
立
の
構
図
は
、

現
代
に
ま
で
馨
を
落
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
だ
が
、
特
に
ア
ル
ツ
タ
ヅ
ト
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
ム
ス
リ
ム
近
代
主
義
者
自
身
は
民
族
衝
突
に
は
反
対
し
て
い
る
。
一
九
〇
五
年
以
降
も
、

民
族
衝
突
の
記
憶
は
国
民
形
成
の
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
使
わ
れ
ず
、
む
し
ろ
異
民
族
と
の
善
隣
友
好
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
近
代
的

な
ネ
イ
シ
ョ
ソ
形
成
の
観
点
か
ら
は
、
民
族
衝
突
の
意
義
は
む
し
ろ
否
定
的
も
し
く
は
間
接
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
か
、
衝
突
の
原
因
も
深
く
追
求
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ス
ヴ
ェ
ト
コ
ウ
ス
キ
は
民
族
衝
突
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
政
府
煽
動
論
に
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

え
、
長
期
的
原
因
を
重
視
す
る
同
時
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
見
解
を
再
掲
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
ア
ル
ツ
タ
ヅ
ト
も
「
数
十
年
期
の
ロ
シ

ア
統
治
政
策
」
ま
た
は
「
深
い
歴
史
的
・
社
会
的
・
経
済
的
基
盤
」
に
闘
争
の
根
源
を
見
る
べ
き
と
示
唆
す
る
が
、
具
体
的
分
析
は
政
府
煽
動

　
　
　
　
　
　
　
⑪

論
の
確
認
に
留
ま
る
。

　
長
期
的
な
原
因
も
勿
論
無
視
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
武
装
衝
突
に
至
る
対
立
状
況
は
一
九
〇
五
年
冬
初
め
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
単
な
る
「
政
府
の
陰
謀
」
が
原
因
だ
っ
た
と
し
て
も
、
民
族
衝
突
が
大
規
模
な
民
衆
運
動
と
し
て
起
こ
っ
て
い
る
事
を
考
え
れ
ば
、
事
件

そ
の
も
の
の
性
格
の
再
検
討
は
必
要
だ
ろ
う
。

　
民
族
衝
突
の
主
体
、
特
に
一
般
に
「
虐
殺
者
」
と
さ
れ
る
ム
ス
リ
ム
の
民
族
衝
突
参
加
層
の
実
体
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
は
明
ら
か
に
し
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て
い
な
い
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
ム
ス
リ
ム
労
働
者
像
は
、
諸
活
動
家
の
回
想
録
で
も
、
「
労
働
運
動
の
最
も
戦
闘
的
な
担
い
手
」
と
「
反
動

の
走
狗
」
一
民
族
衝
突
参
国
者
一
労
働
運
動
反
対
者
と
い
う
両
極
の
間
に
揺
れ
を
見
せ
て
い
る
。
ア
ル
ツ
タ
ヅ
ト
も
ム
ス
リ
ム
・
の
「
労
働
運
動
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ら
の
疎
外
」
を
示
唆
し
て
い
る
。
労
働
運
動
史
上
も
、
ム
ス
リ
ム
の
位
置
付
け
は
不
明
確
な
の
で
あ
る
。

　
労
働
運
動
史
．
国
民
形
成
史
双
方
に
お
い
て
、
民
族
衝
突
は
従
来
「
反
動
的
」
趨
勢
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
、
充
分
な
分
析
を
受
け
な
か
っ
た
。

し
か
し
事
件
史
的
に
見
て
、
民
族
衝
突
は
労
働
運
動
と
密
接
に
連
動
し
て
発
生
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
一
九
〇
五
年
の
民
族
衝
突
を
、
労
働

運
動
の
事
件
史
的
流
れ
の
中
か
ら
見
直
し
、
そ
の
煽
動
主
体
と
参
加
主
体
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
バ
ク
ー
に
お
け
る
「
民
族
と
階
級
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
錯
綜
し
た
構
図
」
（
ス
ー
ニ
ー
）
を
旙
い
て
み
た
い
。

①
　
本
稿
で
は
日
付
は
露
暦
、
即
ち
ユ
リ
ウ
ス
暦
を
使
用
す
る
。
本
稿
の
範
囲
で
は
、

　
表
示
さ
れ
た
獲
付
に
一
三
日
を
加
え
れ
ば
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
に
な
る
。

②
　
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
ト
ル
コ
系
住
民
は
、
当
時
の
呼
称
で
は
、
民
族
的
実
状

　
を
無
視
し
て
、
」
般
に
「
タ
タ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
た
（
実
際
に
は
タ
タ
ー
ル
昆
族

　
と
は
無
縁
）
。
本
稿
が
扱
う
時
期
に
つ
い
て
は
「
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
人
」
と
し
て

　
の
民
族
意
識
は
、
一
般
に
希
薄
で
あ
る
。
当
時
も
あ
っ
た
「
現
地
ム
ス
リ
ム
」
と

　
の
呼
称
が
最
も
中
性
的
で
あ
ろ
う
が
、
労
働
者
の
多
く
は
イ
ラ
ン
国
籍
の
移
民
な

　
の
で
、
本
稿
で
は
と
り
あ
え
ず
、
ロ
シ
ア
人
・
ア
ル
メ
ニ
ア
人
1
ー
キ
リ
ス
ト
敦
徒

　
と
の
紺
立
の
み
を
考
慮
し
て
彼
ら
を
「
ム
ス
リ
ム
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

③
勺
器
切
。
薫
辞
〉
‘
駒
§
ミ
h
鎚
蕊
要
目
ヒ
塁
ミ
§
お
」
h
q
密
奄
⇔
遣
ミ
∴
8
団
・
。
Q
‘

　
切
畏
ざ
お
。
。
P
ま
た
、
身
8
貯
8
輔
写
〉
』
巷
■
（
O
油
・
）
、
ミ
§
竜
h
ミ
ム
恥
愚
魯
亀
§
喬
き

　
馬
ミ
、
畏
ミ
ミ
§
き
留
剛
§
お
Φ
O
…
》
ω
羨
門
亀
ミ
塁
Q
N
＆
ミ
鳶
尊
き
燕
達
昏
ミ
ミ

　
、
s
§
§
｛
h
ミ
●
留
蓬
、
お
①
①
…
》
B
劉
ヨ
唱
g
り
≧
．
誉
§
ミ
竜
§
臥
竜
ひ
魯
白
竜
§
、
－

「
§
§
ミ
ミ
。
∴
塁
§
ミ
9
ヒ
．
h
ミ
§
q
》
鋤
匙
魯
亀
ミ
黛
ミ
（
宅
象
－
遣
O
ご
鴨
’
V
野
蓬
い

　
お
謬
も
参
照
。

④
　
南
ロ
シ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
入
ポ
グ
ロ
ム
に
つ
い
て
は
、
園
賦
①
炉
｝
」
）
」
欝
い
p
ヨ
σ
憎
。
鑓
、

　
ω
鉱
。
旨
。
（
①
暑
◆
）
陶
審
簡
§
脚
韻
h
鼠
§
㍗
辱
§
罫
ミ
Q
§
§
帖
虚
言
§
譜
§
沁
§
箋
§

　
ミ
§
§
0
9
ヨ
び
二
£
。
¢
殉
‘
目
8
b
。
嚇
い
9
ヨ
ぴ
8
葛
℃
の
三
。
ヨ
ρ
『
ぎ
害
心
。
ミ

　
』
魯
ミ
§
馬
ミ
§
浮
ミ
ミ
鍾
験
賞
遣
a
l
遣
＆
隔
国
り
．
∪
．
窪
。
。
。
，
Φ
罫
幻
暮
α
q
頸
。
。

　
φ
難
く
‘
一
り
Q
。
ご
≦
o
ぎ
9
蹟
「
潟
。
σ
0
3
§
馬
鵠
ミ
ミ
ミ
帖
§
ミ
＜
8
団
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℃
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年
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団
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闘
争
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教
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紀
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東
京
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一
二
月
号
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一
二
九
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。

⑦
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瓢
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①
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℃
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①
。
。
凸
圃
ω
い
ω
鼠
。
峠
。
畠
。
蓄
繊
（
一
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℃
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ム
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⑨
　
≧
け
ω
渡
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（
お
。
。
ω
Y
℃
覧
b
。
①
c
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－
培
ω
が
当
時
の
番
葉
紙
上
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世
論
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分
析
。

⑩
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⑭
〉
奮
富
象
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Q
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ω
）
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電
．
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。
刈
b
。
凸
圃
ω
◆

⑫
H
ぼ
畠
■
、
℃
」
謡
．

⑬
　
労
働
運
動
の
主
要
な
史
料
は
、
史
料
集
℃
亀
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§
免
3
飛
§
馬
§
馳
物
ミ
爵
馬
。
。
＆
窯

鳶
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蜜
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昏
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恥
§
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ミ
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§
ミ
賦
吹
§
ミ
蝿
§
乱
3
響
H
｛
ざ
一
り
α
O

　
［
以
下
書
］
、
一
九
〇
五
年
革
命
以
前
の
活
動
に
つ
い
て
は
ミ
魯
零
＆
ミ
§
偽
ミ
ミ

鳥
、
o
亀
§
Q
遣
O
窄
竜
ミ
器
．
％
＆
竜
ミ
ミ
智
溝
鼠
h
塁
ミ
0
3
』
⑦
野
遊
℃
9
き
ぢ
胡
［
以

　
下
℃
誉
］
、
回
想
集
は
さ
§
。
ミ
ミ
。
＄
、
h
ミ
黛
ミ
ミ
h
↑
竃
§
。
き
ミ
§
§
、
駐

ミ
ミ
竜
§
魯
覗
§
ミ
＆
o
聴
貸
ミ
お
ミ
｛
ミ
こ
』
ミ
曾
・
ミ
篭
目
ミ
ミ
免
ミ
ミ
偽
眺
二
二
、
切
畏
ざ

一
鴇
ω
［
以
下
§
聞
題
ミ
ミ
魯
、
へ
§
ミ
。
h
幌
。
聴
黛
ミ
い
§
、
ミ
魯
き
ミ
§
ミ
。
3
切
翼
ど

ぢ
隠
【
以
下
畿
』
、
煽
動
文
書
集
は
冬
§
8
、
ミ
魯
さ
↑
ミ
§
執
軌
§
ミ
§
ミ
§

遣
象
一
岩
O
認
。
。
◆
窃
艮
ざ
ら
窃
朝
［
以
下
蕊
漉
㍉
き
こ
ミ
。
ミ
§
、
ミ
ミ
ミ
峯
8
。
。
o
昏
§
鴛

や
O
§
遣
O
W
I
遣
O
冶
8
窯
。
。
【
（
圃
斜
お
密
［
以
下
㍉
ミ
S
を
使
用
し
た
。
な
お
、

、
．
窃
ミ
壱
、
、
．
、
§
§
、
ミ
”
．
な
ど
の
現
地
刊
行
物
が
利
用
で
き
ず
、
本
稿
は
史
料
的

に
は
制
約
が
あ
る
こ
と
を
付
記
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

第
噛
章
　
幽
九
〇
五
年
ま
で
の
バ
ク
ー
在
住
諸
民
族
の
活
動

一九〇五年バクー一の労1動運動と民族衝突（便藤）

バ
ク
ー
の
民
族
講
成

　
バ
ク
：
に
近
代
的
石
油
産
業
が
発
達
す
る
の
は
一
八
七
〇
年
代
以
降
で
あ
る
。
石
油
産
業
の
発
展
は
外
資
系
企
業
の
資
金
力
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
。
七
〇
年
代
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
系
の
ノ
ー
ベ
ル
、
八
○
年
代
に
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
が
参
入
し
、
こ
の
二
者
と
ア
ル
メ
ニ
ア
系
マ
ソ
タ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ヨ
フ
を
頂
点
と
し
た
寡
頭
化
が
進
行
す
る
。
こ
の
新
興
石
油
都
市
の
今
世
紀
初
頭
頃
の
姿
を
ま
ず
概
観
し
て
お
く
。

　
バ
ク
ー
の
人
口
は
石
漁
産
業
の
発
展
以
降
急
激
に
増
大
し
て
い
る
。
一
八
七
〇
年
代
に
は
一
万
五
千
と
言
わ
れ
た
都
市
人
口
は
一
八
九
七
年

に
は
一
一
一
、
〇
九
四
人
、
一
九
〇
三
年
に
は
一
五
五
、
八
七
二
人
に
な
り
、
油
田
地
域
を
含
め
る
と
二
〇
万
を
越
え
た
。
移
民
流
入
の
結
果
、

バ
ク
ー
の
民
族
構
成
は
ロ
シ
ア
人
三
五
・
九
％
、
「
タ
タ
ー
ル
」
二
六
・
一
％
、
　
ア
ル
メ
ニ
ア
人
一
六
・
六
％
、
イ
ラ
ン
國
籍
九
．
○
％
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

り
、
ロ
シ
ア
人
が
数
的
に
は
ム
ス
リ
ム
と
拮
抗
す
る
勢
力
に
な
っ
た
。

　
バ
ク
ー
の
人
口
の
大
部
分
は
流
動
的
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
性
比
（
女
性
菖
人
当
た
り
男
性
数
）
を
見
る
と
、
都
市
全
体
で
一
六
二
・
八
、
油
隔
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

帯
で
は
二
九
三
．
五
に
も
及
ぶ
。
民
族
を
問
わ
ず
、
労
働
者
は
単
身
の
出
稼
ぎ
が
多
数
を
占
め
た
。
熟
練
工
も
大
部
分
は
遠
方
か
ら
派
遣
さ
れ
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別表：バクーの石油労1動者（1903）

計合その他

　　　306

（100．0）

　2，129

（loo．e）

　1，107

（100．0）

15，539

（100．0）

　　90

（29A）

　　154

（7．2）

　215
（19．4）

2，466

（15．9）

現地ム
スリム

15

（5．0）

724

（34．0）

86

（7．8）

8，376

（53．9）

アルメ
ニア人

　100
（32．7）

　2S7
（11．1）

　543
（49．1）

2，372

（15．3）

ロシア
人

　　101

（33．0）

　10エ4

（47．6）

　　263

（23．8）

　2，325

（15．0）

精錬：購務員

　　　　（90）

　　：労働者

　　　　（90）

採油：事務員

　　　　（ero）

　　：労働者

　　　　（ero）

斜体が最多民族．出り無：Altstadt（工983），　p．139，

有
主
の
位
置
に
あ
っ
た
。
石
油
業
主
会
議
評
議
会
の
首
脳
部
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
が
多
数
を
占
め
、

⑯
・
こ
の
た
鮫
ア
ル
メ
ニ
ア
人
に
対
す
る
ム
ス
リ
ム
の
経
済
的
劣
等
感
が
推
定
さ
れ
て
き
て
い
る
・

　
し
か
し
ア
ル
ツ
タ
ッ
ト
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
弱
体
性
を
否
定
し
、
逆
に
ム
ス
リ
ム
を
「
バ
ク
ー
の
事
実
上
の
統
治

　
　
　
　
　
　
⑧

者
」
と
規
定
す
る
。
彼
女
に
よ
れ
ば
、
小
石
油
企
業
そ
の
も
の
の
活
況
に
加
え
て
、
バ
ザ
ー
ル
商
人
層
や
海
運
・
造
船
・
煙
草
・
織
布
等
の
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

野
で
の
ム
ス
リ
ム
の
優
位
が
あ
り
、
ム
ス
リ
ム
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
も
経
済
的
に
拮
抗
し
て
い
た
。
ま
た
、
政
治
的
に
は
ム
ス
リ
ム
は
優
位
に

立
っ
て
い
た
と
い
う
。
市
会
に
お
い
て
、
ム
ス
リ
ム
の
議
席
数
を
制
限
す
る
条
項
は
実
際
に
は
空
文
に
近
く
、
そ
の
発
言
力
は
強
か
っ
た
。
ロ

シ
ア
人
が
県
・
市
の
諸
機
関
の
長
と
行
政
事
務
を
掌
握
し
、
ム
ス
リ
ム
が
市
会
に
影
響
力
を
持
つ
一
方
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
は
行
政
構
造
か
ら
疎

た
も
の
だ
っ
た
。

　
バ
ク
ー
の
労
働
者
は
階
層
分
化
が
顕
著
で
あ
り
、
そ
れ
が
民
族
の
線
と
重
な
り
合
っ
て
い
た
、

と
い
う
の
が
労
働
史
上
の
通
説
で
、
種
々
の
統
計
的
分
析
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

群
シ
ア
人
は
上
位
の
労
働
力
、
ム
ス
リ
ム
は
下
位
の
「
使
い
捨
て
」
労
働
力
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人

は
中
位
に
位
置
す
る
。
労
働
者
の
階
層
分
化
は
、
職
種
毎
に
綱
分
さ
れ
、
諸
種
手
当
で
格
差
を

拡
大
さ
れ
た
賃
金
体
系
か
ら
も
看
取
で
き
る
と
い
う
。
主
に
不
熟
練
工
で
あ
る
「
採
油
労
働
老
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
過
半
は
、
ム
ス
リ
ム
が
占
め
て
い
た
。

　
ム
ス
リ
ム
労
働
者
の
大
半
は
農
村
か
ら
の
出
稼
労
働
者
で
あ
る
。
一
九
〇
九
年
の
標
本
調
査

で
は
、
帝
国
領
内
出
身
の
ム
ス
リ
ム
労
働
者
の
八
○
％
、
イ
ラ
ン
国
籍
労
働
者
の
四
九
・
五
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

が
、
何
ら
か
の
農
業
収
入
を
家
計
に
計
上
し
て
い
る
。
ム
ス
リ
ム
出
稼
労
働
者
は
農
村
と
強
い

紐
帯
を
持
つ
「
農
民
的
労
働
者
」
だ
っ
た
。

　
ム
ス
リ
ム
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
は
、
少
数
の
例
外
を
除
き
、
下
請
け
の
群
小
油
聞
・
精
錬
所
の
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
証
券
取
引
委
員
会
に
も
ム
ス
リ
ム
の
姿
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
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⑩

外
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
帝
政
ロ
シ
ア
亜
族
政
策
の
趨
勢
を
考
慮
す
れ
ば
、
彼
女
の
指
摘
は
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
ム
ス
リ
ム
有
力
者
層
の
多
く
は
帝
政
に
馴
致
さ
れ

て
い
た
。
行
政
的
「
優
位
」
を
享
受
す
る
ム
ス
リ
ム
の
一
部
は
、
民
族
衝
突
に
関
与
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
　
諸
民
族
の
「
権
威
」

一九〇五年バクーの労働運動と民族衝突（伊藤）

　
ム
ス
リ
ム
と
ア
ル
メ
ニ
ア
人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
民
衆
の
支
持
を
集
め
る
集
団
が
存
在
し
て
い
た
。
い
ず
れ
も
民
族
衝
突
の
舞
台
で
重
要
な
動

き
を
見
せ
て
い
る
。
以
下
、
ム
ス
リ
ム
の
二
階
層
と
ア
ル
メ
ニ
ア
人
民
族
主
義
活
動
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　
「
ゴ
チ
ュ
」
と
警
官
　
ム
ス
リ
ム
の
世
俗
的
権
威
で
あ
る
。
「
ゴ
チ
ュ
」
と
は
企
業
や
個
人
の
自
警
団
と
な
っ
た
、
窮
乏
化
し
た
ベ
タ
ー
地
主

貴
族
を
指
す
。
彼
ら
は
厳
格
な
名
誉
観
念
を
持
ち
、
ム
ス
リ
ム
民
衆
に
権
威
が
高
か
っ
た
と
い
う
。
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
系
活
動
家
の
ブ
ロ
イ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

は
、
彼
ら
を
企
業
の
手
先
、
「
反
動
の
走
狗
」
、
民
族
対
立
の
煽
動
者
と
規
定
し
て
い
る
。

　
「
ゴ
チ
ュ
」
は
、
特
に
酒
田
地
帯
で
は
、
警
察
権
力
を
も
事
実
上
代
行
し
た
。
油
田
地
帯
で
は
行
政
的
整
備
が
行
き
届
か
ず
、
警
察
組
織
は

空
洞
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
な
り
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
入
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
英
国
人
企
業
家
の
回
想
を
引
用
す
る
と
、

　
　
　
…
…
油
田
地
帯
で
窃
盗
行
為
は
余
り
に
も
深
刻
で
あ
り
、
警
察
は
余
り
に
も
無
能
だ
っ
た
の
で
、
地
区
で
最
も
名
の
通
っ
た
な
ら
ず
者
の
幾
人
か
を
雇
う

　
　
　
以
外
に
安
全
確
保
の
道
は
な
か
っ
た
。
悪
党
共
か
ら
供
給
さ
れ
る
、
こ
の
武
装
し
た
警
備
人
は
、
卑
し
む
べ
き
殺
し
屋
で
あ
り
、
ボ
イ
ラ
ー
室
で
も
何
処

　
　
　
で
も
、
條
に
警
戒
も
せ
ず
に
ぐ
う
ぐ
う
寝
て
い
ら
れ
る
の
だ
。
窃
盗
行
為
が
あ
る
と
、
強
盗
共
と
そ
の
元
仲
間
の
警
備
人
連
中
と
の
間
に
一
悶
着
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
　
そ
の
後
直
ぐ
に
、
失
く
な
っ
て
い
た
も
の
か
、
そ
れ
と
同
価
値
の
も
の
が
戻
っ
て
く
る
と
い
う
訳
だ
。
…
…

　
即
ち
、
「
ゴ
チ
ニ
」
の
権
威
は
マ
フ
ィ
ア
的
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
自
警
団
は
労
働
運
動
の
激
化
に
伴
っ
て
強
化
さ
れ
て
い
る
。
一
九
〇
五
年
六
月
一
九
日
に
は
、
石
油
業
主
集
会
か
ら
臨
時
総
督
宛
に
請

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

願
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
請
願
主
だ
ち
は
油
田
地
帯
の
治
安
の
悪
化
を
憂
い
、
安
全
を
保
障
で
き
な
い
油
田
地
帯
の
警
察
に
代
え
て
「
我
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我
企
業
主
の
任
意
に
組
織
す
る
警
備
隊
」
を
正
式
に
認
可
す
る
事
を
訴
え
て
い
る
。
同
文
書
は
「
油
国
・
工
揚
地
域
の
全
て
の
警
察
」
の
解
任
、

軍
隊
の
必
要
最
小
規
模
ま
で
の
縮
小
を
も
訴
え
、
「
武
器
取
引
が
行
わ
れ
て
い
る
」
哨
舎
の
閉
鎖
を
主
張
す
る
。
警
備
隊
設
立
を
準
備
す
る
委

員
会
と
し
て
、
こ
の
文
書
に
連
記
さ
れ
た
一
五
人
の
企
業
主
峯
に
は
、
ム
ス
リ
ム
系
の
名
が
多
い
と
は
い
え
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
大
企
業
の
企
業

主
グ
カ
ソ
フ
（
グ
カ
シ
ャ
ン
）
や
、
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
の
代
理
人
フ
ァ
イ
グ
ル
の
名
も
見
え
る
。
大
企
業
主
は
、
民
族
出
自
に
関
係
な
く
、
労
働
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

動
へ
の
対
応
を
あ
る
程
度
協
調
し
て
行
っ
て
い
た
。
こ
の
請
願
の
一
部
は
受
理
さ
れ
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
「
ゴ
チ
ュ
」
や
レ
ズ
ギ
ン
人
一
山
岳
民
族
を
主
体
と
す
る
企
業
の
自
警
団
は
、
油
田
地
帯
に
お
い
て
警
察
・
軍
に
代
替
し
得
る
可
能
性
を
持

つ
、
相
当
規
模
の
統
欄
力
を
備
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
警
察
・
軍
の
油
田
地
帯
に
お
け
る
「
無
能
力
」
の
内
実
に
も
注
意
し
た
い
。
哨
舎
で
の
武
器
取
引
へ
の
言
及
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

企
業
家
は
警
察
・
軍
を
秩
序
の
積
極
的
掩
乱
者
と
し
て
認
識
し
て
い
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
同
時
代
の
世
論
は
二
月
衝
突
の
原
因
を
政
府
の

煽
動
に
帰
し
て
い
た
。

　
そ
れ
で
は
警
察
・
軍
の
状
態
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
軍
に
つ
い
て
は
民
族
構
成
を
示
す
史
料
が
な
い
。
警
察
関
係
者
に
支
配
民
族
た

る
p
シ
ア
人
が
多
数
を
占
め
た
事
は
当
然
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
一
九
〇
五
年
ま
で
に
は
ム
ス
リ
ム
の
警
官
も
か
な
り
多
数
存
在
し
て
い

る
。
行
政
職
員
の
民
族
構
成
に
つ
い
て
の
統
計
も
乏
し
く
、
一
八
九
七
年
の
統
計
で
は
、
バ
ク
ー
市
の
行
政
・
司
法
・
警
察
職
員
は
総
数
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

○
○
人
で
、
そ
の
内
ム
ス
リ
ム
は
一
三
一
人
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
年
に
親
ム
ス
リ
ム
的
な
ゴ
リ
ツ
イ
ン
公
が
総
督
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
ム
ス
リ
ム
の
比
率
は
一
九
〇
五
年
ま
で
に
更
に
増
大
を
見
せ
た
筈
で
あ
る
。
誇
張
で
あ
ろ
う
が
、
一
九
〇
五
年
に
は
ザ
カ
フ
カ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

全
域
で
「
警
官
は
事
実
上
全
て
タ
タ
ー
ル
人
で
あ
っ
た
」
と
の
観
察
も
あ
る
。

　
警
察
に
登
用
さ
れ
た
ム
ス
リ
ム
は
、
宗
教
的
・
地
縁
的
結
合
を
維
持
し
て
お
り
、
情
実
が
公
務
に
影
響
す
る
事
も
多
い
。
例
え
ば
ム
ス
リ
ム

の
社
会
主
義
者
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
エ
フ
は
、
一
九
〇
四
年
頃
に
は
逮
捕
さ
れ
か
か
る
が
、
父
親
が
憲
兵
隊
通
訳
を
勤
め
、
ム
ス
リ
ム
の
憲
兵
隊
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
知
己
で
あ
っ
た
た
め
、
見
逃
さ
れ
て
い
る
。
民
族
衝
突
の
経
過
を
見
る
と
、
ム
ス
リ
ム
警
宮
に
も
「
ゴ
チ
ュ
」
出
身
者
が
多
か
っ
た
と
思
わ
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れ
る
。
こ
う
し
た
地
縁
的
結
合
は
二
月
衝
突
で
最
大
限
に
活
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
市
街
部
の
ム
ス
リ
ム
警
官
と
、
独
笛
地
帯
の
「
ゴ
チ
・
こ
の
自
警
団
は
共
に
、
労
働
運
動
の
敵
対
者
と
な
っ
た
。
少
な
く
と
も
、
バ
ク
ー
と

地
縁
的
結
び
付
き
を
持
た
な
い
イ
ラ
ン
移
民
も
参
加
す
る
労
働
運
動
の
舞
台
で
は
、
「
ゴ
チ
こ
の
権
威
は
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
モ
ッ
ラ
ー
　
ザ
カ
フ
カ
ス
全
土
で
「
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
対
立
し
た
の
は
シ
ー
ア
派
の
み
で
あ
っ
た
」
と
の
観
察
を
考
慮
す
れ
ば
、
バ
ク
ー
で

　
　
　
　
　
⑳

多
数
を
占
め
た
シ
ー
ア
派
の
宗
派
的
影
響
も
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
帝
政
β
シ
ア
の
シ
ー
ア
派
は
宗
務
局
の
管
轄
下
に
あ
り
、
上
級
法
学
者
層
の
司
法
権
な
ど
は
大
部
分
剥
奪
さ
れ
た
が
、
貴
族
に
準
じ
た
待
遇

が
与
え
ら
れ
、
下
級
の
モ
ヅ
ラ
ー
も
国
税
免
除
な
ど
の
特
権
を
享
受
し
て
い
る
。
即
ち
、
ス
ー
フ
ィ
1
な
ど
と
は
異
な
り
、
シ
ー
ア
派
宗
教
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
帝
政
と
直
接
対
立
し
て
は
い
な
い
。

　
シ
ー
ア
派
の
宗
教
者
の
中
で
も
モ
ヅ
ラ
ー
は
、
読
み
・
書
き
・
コ
ー
ラ
ン
の
教
育
者
、
ま
た
庶
民
の
相
談
役
と
し
て
、
高
位
法
学
者
層
と
は

対
照
的
に
、
民
衆
に
威
信
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ロ
シ
ア
領
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
で
は
、
イ
ラ
ン
の
よ
う
に
モ
ッ
ラ
ー
層
か
ら
ム
ス
リ
ム
近
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

主
義
者
も
現
れ
る
一
方
、
モ
ヅ
ラ
ー
一
般
は
頑
迷
な
保
守
的
勢
力
と
し
て
近
代
主
義
者
の
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　
彼
ら
の
政
治
的
意
識
を
示
す
史
料
は
少
な
い
。
僅
か
に
ヴ
ィ
ッ
ラ
ー
リ
の
著
書
に
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
の
引
用
が
あ
る
。

そ
の
中
で
、
一
モ
ッ
ラ
ー
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
一
般
に
反
感
を
露
わ
に
し
、
ザ
カ
フ
カ
ス
か
ら
の
異
教
徒
追
放
と
イ
ラ
ン
へ
の
復
帰
を
主
張
し
て

　
⑳

い
る
。
報
告
者
の
性
格
上
、
こ
れ
に
は
誇
張
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
保
守
的
モ
ッ
ラ
ー
の
政
治
的
意
見
の
一
例
と
言
え
よ
う
。
帝
政
ロ
シ
ア
の
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

配
へ
の
直
接
的
反
対
は
控
え
つ
つ
も
、
異
教
徒
排
斥
を
唱
え
る
モ
ッ
ラ
ー
は
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
因
み
に
、
啓
蒙
活
動
な
ど
ム
ス
リ
ム
近
代
主
義
者
の
活
動
が
本
格
化
す
る
の
は
、
一
九
〇
五
年
の
一
〇
月
宣
言
以
降
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

時
期
に
つ
い
て
、
彼
ら
の
活
動
の
労
働
者
へ
の
影
響
は
無
視
し
て
よ
い
程
度
で
あ
っ
た
。
労
働
者
の
日
常
生
活
は
宗
教
的
権
威
の
影
響
を
強
く

受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ア
ル
メ
ニ
ア
人
組
織
「
ダ
シ
ナ
ク
」
　
ア
ル
メ
ニ
ア
人
は
強
力
な
民
族
主
義
組
織
を
持
っ
て
い
た
。
労
働
運
動
上
も
彼
ら
の
勢
力
は
無
視
し
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得
な
い
。
諸
ゼ
ネ
ス
ト
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
諸
組
織
の
協
力
も
得
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
バ
ク
ー
で
社
民
系
組
織
に
対
抗
す
る
影
響
力
を
誇
っ
た
の
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
革
命
家
連
合
H
通
称
「
ダ
シ
ナ
ク
」
で
あ
る
。
こ
の
党
派
は
元

元
オ
ス
マ
ン
帝
国
領
内
の
活
動
を
主
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
活
動
の
閉
塞
・
帝
政
ロ
シ
ア
の
政
策
変
化
・
ザ
カ
フ
カ
ス
の
経
済
的
発
展
に
伴
い
、

活
動
の
舞
台
を
ザ
カ
フ
カ
ス
に
移
す
。

　
従
来
、
対
オ
ス
マ
ン
政
策
上
、
親
ア
ル
メ
ニ
ア
的
だ
っ
た
帝
政
ロ
シ
ア
の
政
策
は
、
民
族
主
義
へ
の
危
惧
か
ら
、
一
八
九
〇
年
代
に
反
ア
ル

メ
ニ
ア
に
転
換
す
る
。
そ
の
頂
点
が
一
九
〇
三
年
七
月
の
ア
ル
メ
ニ
ア
教
会
資
産
収
用
布
告
だ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
単
性
論
を
採
る
独
立
自
治
の

ア
ル
メ
ニ
ア
教
会
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
民
族
的
象
徴
で
も
あ
り
、
こ
の
布
告
は
民
族
の
危
機
と
受
け
と
め
ら
れ
る
。
同
年
夏
に
「
ダ
シ
ナ
ク
」

は
「
自
衛
の
た
め
の
委
員
会
」
を
設
立
し
、
バ
ク
ー
に
本
部
を
置
く
。
九
月
二
日
に
は
バ
ク
ー
で
抗
議
デ
モ
が
あ
り
、
一
〇
月
に
は
別
組
織
「
フ

ン
チ
ャ
ク
」
が
ザ
カ
フ
カ
ス
総
督
暗
殺
未
遂
事
件
を
起
す
。
「
ダ
シ
ナ
ク
」
は
一
九
〇
四
年
ニ
ー
三
月
の
党
会
議
で
反
帝
政
を
綱
領
化
し
、
　
エ

ス
エ
ル
に
接
近
し
て
い
る
。

　
一
九
〇
四
年
一
二
月
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
「
ダ
シ
ナ
ク
」
は
全
ザ
カ
フ
カ
ス
に
九
二
五
の
サ
ー
ク
ル
を
持
っ
て
い
た
が
、
内
バ
ク
ー
は
二
六

五
と
、
一
地
区
と
し
て
は
最
多
数
の
サ
ー
ク
ル
を
擁
し
た
。
「
サ
ー
ク
ル
」
の
構
成
人
数
が
不
明
な
た
め
正
確
な
比
較
は
出
来
な
い
が
、
四
千

人
と
言
わ
れ
る
バ
ク
ー
労
働
者
連
盟
（
後
述
、
以
下
「
連
盟
」
）
と
較
べ
て
も
、
数
的
に
も
無
視
で
き
な
い
勢
力
だ
っ
た
。

　
「
ダ
シ
ナ
ク
」
の
主
な
活
動
は
、
帝
政
潭
シ
ア
政
府
要
人
の
政
治
的
チ
ロ
ル
と
、
農
村
で
の
武
力
に
よ
る
政
府
機
関
ボ
イ
コ
ヅ
ト
だ
っ
た
。

バ
ク
ー
で
は
労
働
運
動
に
も
参
加
し
て
い
る
。
一
九
〇
五
年
の
一
二
月
ゼ
ネ
ス
ト
時
に
は
組
織
間
交
渉
に
参
加
し
、
協
力
的
態
度
を
と
っ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

り
、
そ
れ
以
降
も
「
連
盟
」
と
あ
る
程
度
共
同
歩
調
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
バ
ク
ー
で
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
富
豪
か
ら
「
祖
国
解
放
税
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

取
立
て
て
も
い
る
。
こ
れ
に
協
力
的
な
富
豪
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
武
力
的
な
威
嚇
に
訴
え
る
場
合
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

　
彼
ら
の
政
治
的
理
想
は
、
社
会
主
義
と
地
域
自
治
・
文
化
自
治
で
あ
り
、
そ
の
「
カ
フ
カ
ス
共
和
国
」
構
想
は
必
ず
し
も
他
民
族
を
排
除
す

　
　
　
　
　
　
⑫

る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
民
族
主
義
の
強
さ
、
民
族
と
し
て
の
凝
集
力
の
強
さ
と
、
そ
の
武
装
組
織
と
し
て
の
実
体
性
の
た
め
、
ま
た
政
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⑱

府
の
煽
動
も
あ
り
、
「
ダ
シ
ナ
ク
」
は
他
民
族
に
と
っ
て
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
「
脅
威
」
を
体
現
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
ザ
カ
フ
カ
ス
行
政
当
局
は
世
紀
転
換
期
に
は
特
に
民
族
運
動
へ
の
警
戒
を
強
め
て
い
る
。
獄
中
で
「
ダ
シ
ナ
ク
」
成
員
か
ら
「
ほ
ら
、
君
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

社
会
民
主
主
義
者
は
か
く
も
簡
単
に
釈
放
さ
れ
て
し
ま
う
」
と
皮
肉
ら
れ
た
、
と
い
う
ロ
シ
ア
人
活
動
家
の
圓
想
も
あ
る
。
民
族
衝
突
当
時
も
、

外
國
で
の
報
道
と
は
対
照
的
に
、
バ
ク
…
で
は
「
外
国
人
は
〔
も
〕
殆
ど
タ
タ
ー
ル
に
同
情
的
」
で
あ
っ
た
。
「
カ
フ
カ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
」
ア

ル
メ
ニ
ア
人
は
一
般
的
に
嫌
わ
れ
て
お
り
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
で
の
「
虐
殺
」
の
記
億
を
持
つ
ア
ル
メ
ニ
ア
人
も
ム
ス
リ
ム
に
好
感
情
は
持
っ
て

い
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
の
活
動

　
バ
ク
ー
の
石
湘
産
業
は
一
九
〇
一
年
か
ら
不
況
の
影
響
を
強
く
受
け
る
。
こ
の
不
況
を
背
景
に
、
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
が
バ
ク
ー
で
の

活
動
を
本
格
化
す
る
。

　
一
九
〇
五
年
ま
で
の
労
働
運
動
の
進
展
に
関
し
て
は
、
機
会
が
あ
れ
ば
別
当
で
詳
述
し
た
い
。
こ
こ
で
は
注
目
す
べ
き
特
微
に
つ
い
て
の
み

述
べ
る
。

　
社
会
民
主
労
働
党
の
活
動
の
主
対
象
は
、
キ
リ
ス
ト
教
民
族
の
熟
練
工
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
二
年
以
降
の
メ
ー
デ
ー
の
示
威
行
進
の
主
体
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

民
族
的
に
は
ロ
シ
ア
人
と
ア
ル
メ
ニ
ア
人
で
あ
る
。
「
ア
ル
メ
ニ
ア
教
会
の
聖
体
礼
儀
終
了
が
＝
時
三
〇
分
な
の
で
、
教
会
か
ら
出
る
会
衆

を
掌
握
」
す
る
た
め
に
集
結
場
所
・
時
間
が
調
整
さ
れ
て
い
る
。
煽
動
文
書
・
宣
伝
活
動
の
使
用
言
語
も
ア
ル
メ
ニ
ア
語
．
ロ
シ
ア
語
が
支
配

的
で
あ
っ
た
。
メ
ー
デ
ー
自
体
も
、
「
五
月
一
日
目
の
ゼ
ネ
ス
ト
と
、
日
曜
日
、
即
ち
キ
リ
ス
ト
教
の
安
卓
立
の
示
威
行
進
か
ら
成
立
し
て
い

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
社
民
党
は
一
九
〇
三
年
七
月
の
ゼ
ネ
ス
ト
前
後
か
ら
、
独
田
地
帯
の
労
働
運
動
に
も
積
極
的
に
関
与
し
て
い
く
。
た
だ
し
、
活
動
家
の
「
人

手
不
足
」
は
深
刻
で
、
他
地
域
か
ら
人
材
が
「
輸
入
」
さ
れ
て
い
る
が
、
ム
ス
リ
ム
言
語
話
者
の
補
充
は
困
難
だ
っ
た
。
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⑲

　
一
九
〇
四
年
に
は
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
の
分
裂
が
バ
ク
ー
に
波
及
す
る
。
「
バ
ク
ー
委
員
会
」
は
後
の
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
系
の
組
織
と

な
る
。
　
一
方
で
シ
ェ
ソ
ド
リ
コ
フ
兄
弟
の
率
い
る
「
連
盟
」
襲
「
パ
ラ
ハ
ニ
ー
ビ
ビ
・
エ
イ
バ
ト
労
働
者
組
織
」
（
一
九
〇
五
年
五
月
一
〇
日
以
後

「
、
バ
ク
…
労
働
者
連
盟
」
）
が
、
「
経
済
主
義
」
的
主
張
に
よ
っ
て
労
働
老
の
支
持
を
集
め
、
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
系
の
組
織
と
し
て
隆
盛
す
る
。
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

末
ま
で
に
「
連
盟
」
の
成
員
は
、
バ
ク
ー
委
員
会
の
三
〇
〇
人
に
対
し
、
四
〇
〇
〇
人
を
数
え
た
と
い
う
。

　
一
九
〇
四
年
一
二
月
頃
ネ
ス
ト
は
両
者
の
協
議
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
が
、
武
装
蜂
起
を
も
主
張
す
る
バ
ク
ー
委
員
会
に
対
し
、
経
済
的
要

求
に
的
を
絞
っ
た
「
連
盟
」
が
優
位
に
あ
っ
た
。
「
前
掛
け
や
手
袋
の
支
給
」
な
ど
の
「
些
末
的
要
求
」
を
掲
げ
る
現
実
主
義
的
戦
略
が
、
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

働
者
の
支
持
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ゼ
ネ
ス
ト
の
結
果
、
労
働
団
体
協
約
が
締
結
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
恩
恵
を
受
け
た
の
は
主
に
大
企
業
に
属
す
る
熟
練
工
だ
っ
た
。
団

体
協
約
の
二
三
項
の
内
に
は
、
九
時
間
労
働
日
・
休
日
遵
守
・
体
系
的
超
過
労
働
の
禁
止
な
ど
の
一
般
的
条
項
や
、
下
級
職
種
の
最
低
賃
金
設

定
な
ど
、
不
熟
練
労
働
者
に
配
慮
し
た
条
項
は
あ
る
。
し
か
し
、
旋
盤
工
へ
の
熟
練
助
手
充
当
・
職
人
へ
の
住
宅
費
支
給
と
灯
漉
や
飲
料
水
の

支
給
と
い
う
専
ら
熟
練
工
向
け
の
規
定
も
あ
り
、
更
に
、
疾
病
時
の
俸
給
半
額
支
給
（
三
ヶ
月
聞
）
・
月
二
度
の
給
与
支
払
・
遠
方
出
張
時
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

給
加
算
・
浴
揚
無
料
入
場
券
の
毎
週
配
布
な
ど
、
継
続
雇
用
を
前
提
と
し
た
条
項
も
多
い
。

　
団
体
協
約
の
履
行
自
体
、
迅
速
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
油
田
地
帯
の
住
宅
整
備
や
浴
場
建
設
は
早
急
に
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
下
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

企
業
・
小
企
業
で
の
協
約
履
行
は
特
に
遅
れ
て
い
る
。
団
体
協
約
は
高
い
レ
ヴ
ェ
ル
の
要
求
を
認
め
さ
せ
た
が
、
そ
の
実
際
上
の
受
益
者
は
大

企
業
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
九
〇
五
年
の
労
働
運
動
の
主
体
は
不
熟
練
労
働
者
と
な
る
。

　
さ
て
、
ム
ス
リ
ム
の
間
に
も
労
働
運
動
へ
の
指
向
は
あ
っ
た
。
既
に
、
ム
ス
リ
ム
へ
の
宣
伝
活
動
が
本
格
化
し
て
い
な
い
一
九
〇
三
年
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ゼ
ネ
ス
ト
時
に
、
「
ム
ス
リ
ム
・
ペ
ル
シ
ャ
人
が
労
働
状
況
改
善
に
積
極
的
に
戦
っ
た
」
と
す
る
観
察
も
、
否
定
的
な
観
察
と
共
に
出
さ
れ
て

い
る
。
バ
ク
ー
委
員
会
は
、
熟
練
工
中
心
の
「
連
盟
」
に
対
抗
し
て
、
ム
ス
リ
ム
へ
の
影
響
力
拡
大
を
模
索
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ム
ス
リ
ム
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

啓
蒙
組
織
「
ヒ
ン
メ
ト
」
の
提
携
も
得
て
行
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
ヒ
ン
メ
ト
」
活
動
の
本
格
化
は
一
九
〇
六
年
以
降
だ
っ
た
。
ま
た
、
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一九〇五年バクーの労働運動と民族衝突（伊藤）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

バ
ク
ー
委
員
会
自
体
、
そ
の
活
動
目
標
は
ム
ス
リ
ム
の
「
政
治
的
覚
醒
」
で
あ
り
、
現
実
主
義
的
な
「
労
働
運
動
」
は
苦
手
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
「
連
盟
」
に
も
ム
ス
リ
ム
労
働
老
へ
の
宣
伝
の
意
志
が
無
か
っ
た
訳
で
は
な
い
が
、
中
心
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
／
熱
練
工
の
労
働
運
動
だ
っ
た
。

ム
ス
リ
ム
は
そ
の
活
発
な
活
動
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
バ
ク
ー
委
員
会
の
活
動
は
政
治
的
・
啓
蒙
的
な
も
の
に
偏
し
て
い
た
。
い
ず

れ
の
組
織
も
、
一
九
〇
五
年
ま
で
に
は
ム
ス
リ
ム
／
不
熟
練
工
を
活
動
に
取
り
込
め
な
か
っ
た
。
ム
ス
リ
ム
か
ら
見
れ
ば
、
バ
ク
ー
に
は
他
民

族
の
労
働
運
動
と
政
治
的
言
説
だ
け
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

①
バ
ク
ー
石
油
産
業
の
概
観
は
、
エ
ニ
・
甲
ヨ
越
濱
塁
≧
し
，
同
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・
M
導
へ
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節
　
石

　
油
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」
大
頭
平
八
郎
昌
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、
『
ロ
シ
ア
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国
主
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研
究
』
、
ミ
ネ
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ヴ
ァ
書
房
、
一

　
九
八
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、
六
九
一
七
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頁
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仲
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罵
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ス
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か
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異
分
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ら
れ
、

　
ザ
カ
フ
カ
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れ
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目
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9
5
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⑦
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①
占
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⑲
バ
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ー
委
員
会
は
自
警
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を
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黒
百
人
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溢
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て
い
る
。
』
ミ
Ω
顕
ρ
5
ρ

　
H
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お
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隔
℃
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●

⑳
宗
派
別
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統
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は
存
在
し
な
い
。
バ
ク
ー
周
辺
で
は
シ
ー
ア
派
が
多
数
を
占
め
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語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
Q
●

　
O
げ
巴
評
郎
ω
ε
p
P
↓
ミ
鼠
こ
｝
鳶
ミ
ミ
N
O
ミ
防
欺
。
醤
ミ
肘
靴
ミ
声
望
ミ
罵
噛
職
§
w
ぎ
鮪
。
ミ

　
§
勘
§
恥
封
（
筆
者
未
見
）
。
な
お
、
≦
一
二
昌
（
一
〇
〇
①
y
℃
℃
●
b
。
o
。
O
一
酌
○
。
Q
。
も
参
照
。

働
　
異
教
徒
排
斥
の
言
説
は
、
必
ず
し
も
反
ロ
シ
ア
帝
政
に
結
び
つ
か
な
い
。
ヤ
ミ

　
（
寓
．
管
．
）
い
ρ
鳶
－
刈
ω
を
血
ρ
照
。

⑳
＞
　
Q
Q
’
乱
①
8
0
げ
9
〈
ω
置
（
周
り
。
◎
切
）
、
b
や
8
1
し
。
9
℃
や
忠
－
刈
α
…
〉
開
ω
桑
田
（
δ
Q
。
ω
）
℃

　
℃
℃
．
お
心
占
O
ご
〉
養
≡
剛
℃
8
（
ド
リ
謡
y
o
◆
ば
込
。
．

⑳
　
「
ダ
シ
ナ
ク
」
「
フ
ン
チ
ャ
ク
」
に
つ
い
て
は
目
盛
㌶
ぎ
ρ
ω
。
。
㌶
斜
〉
葛
げ
麓
ρ

　
ヘ
へ
客
亜
属
O
昌
伊
一
寄
旨
O
①
け
Q
ロ
O
O
h
拶
賦
ω
ヨ
O
血
P
コ
o
o
押
①
日
O
駕
く
O
ヨ
O
鵠
け
『
融
く
O
一
自
¢
O
ロ
コ
P
騨
O

　
p
門
ヨ
σ
臓
。
ロ
（
掃
Q
◎
o
Q
『
1
一
〇
一
爬
）
、
、
㌧
営
“
o
り
二
p
望
（
①
島
ω
．
）
’
『
§
起
題
§
ミ
a
ミ
、
冬
職
？

　
噛
§
N
駐
ミ
ミ
軋
の
。
職
ミ
O
詠
§
嚇
噛
吻
冨
言
辞
◎
q
p
口
ω
営
≦
o
目
路
三
｛
＄
鷺
。
蕊
㌧
お
Q
。
Q
。

　
（
「
①
く
●
　
①
α
齢
　
一
㊤
O
①
）
℃
℃
や
滋
一
一
お
①
…
o
n
目
コ
ざ
ト
8
ミ
9
葺
き
§
象
ミ
這
ヤ
ミ
ミ
、
」
、
－

　
§
§
ミ
同
旨
§
§
§
ミ
防
臨
。
鳶
㌧
ぎ
巳
霧
p
¢
．
℃
‘
一
8
。
。
℃
℃
唱
為
㌣
逡
を
参
照
。

　
正
式
名
称
は
ア
ル
メ
ニ
ア
語
で
類
9
＝
Φ
α
q
p
℃
o
｝
3
陰
影
鵠
∪
霧
μ
ぎ
巴
《
誌
暮
貯
コ
・

　
「
ダ
シ
ナ
ク
」
は
、
ロ
シ
ア
人
の
間
で
の
通
称
。

⑱
　
日
。
国
鼠
ぎ
p
ω
ω
寅
旨
（
ご
Q
。
し
。
）
”
℃
や
餐
苧
嵩
心
幽
活
動
家
の
園
想
録
で
「
エ
ス
エ
ル
」

　
と
呼
称
さ
れ
る
組
織
は
、
実
際
に
は
「
ダ
シ
ナ
ク
」
の
も
の
で
あ
る
。

⑳
↓
禽
霞
舜
鼠
p
。
ロ
（
お
。
。
ω
y
℃
■
ミ
野

⑭
　
卜
。
妙
高
（
O
竜
δ
剛
9
ε
蘭
。
．
峯
⑦
占
①
9
嚇
ミ
（
6
↓
o
堕
罪
6
、
ρ
嵩
．

⑪
　
↓
費
護
ぎ
鴇
。
。
貯
嵩
（
一
Φ
Q
。
も
。
ソ
℃
．
ミ
野
企
野
鼠
の
協
力
者
の
例
は
、
O
祷
。
切

　
（
一
鴇
α
Y
ρ
置
令
謹
α
を
参
照
。

⑳
　
8
興
護
貯
盤
。
。
貯
鵠
（
唇
Q
。
Q
。
）
、
℃
●
嵩
⑦
’
〉
営
ω
3
簿
（
お
Φ
爬
Y
℃
■
蒔
Q
。
の
、
「
ア
ル

　
メ
ニ
ア
人
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
人
を
犠
牲
に
し
て
…
…
現
状
を
変
え
よ
う
と
し

　
た
」
と
の
記
述
は
不
正
確
。
た
だ
し
ム
ス
リ
ム
を
蔑
視
し
て
い
た
事
は
否
定
で
き

　
な
い
。

⑳
　
　
「
自
前
の
軍
隊
・
牢
獄
・
徴
税
機
関
を
持
つ
」
と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。

　
O
姜
。
じ
コ
（
お
b
。
α
）
植
ρ
一
お
“
8
窪
客
ぎ
霧
ω
留
任
（
お
◎
。
Q
。
）
㌧
や
嵜
鳥
●

⑭
N
ご
（
切
0
9
0
し
。
∩
【
（
【
3
、
ρ
①
◎

魎
　
く
讐
p
嵩
（
一
㊤
8
）
、
℃
や
δ
悼
し
。
。
。
。
山
り
9
「
全
ア
ル
メ
ニ
ア
人
が
一
掃
さ
れ
れ

　
ば
良
い
の
に
！
」
と
洩
ら
す
英
国
人
さ
え
い
た
と
い
う
。

⑳
　
8
7
0
ヨ
℃
G
。
o
コ
（
一
〇
〇
◎
。
）
・
娼
・
b
。
窃
・
ω
ρ
葱
α
q
・
①
（
h
騨
8
8
や
ω
O
）
旧
大
崎
平
八
郎

　
（
】
九
入
九
）
、
六
九
i
七
四
頁
。

⑳
　
メ
ー
デ
ー
に
つ
い
て
は
と
り
あ
え
ず
、
ミ
（
で
。
話
階
田
）
㌧
o
・
Q
。
①
占
ω
O
い
§
、
ミ
3

　
Z
P
ト
ニ
紳
潔
㌧
ω
メ
心
ρ
蒔
鮮
島
“
ミ
い
翼
ρ
q
P
㊤
倉
8
を
参
照
。

⑱
　
バ
ク
ー
の
七
月
ゼ
ネ
ス
ト
に
つ
い
て
は
と
り
あ
え
ず
ミ
知
（
ミ
≧
．
霞
●
り
曽
）
㌧
ρ
q
。
。
1

　
δ
…
唱
言
。
じ
。
斜
ρ
鋭
、
、
、
切
n
8
q
β
営
∩
越
‘
訳
帥
田
5
0
ω
召
h
k
雪
穴
呂
羅
ω
①
謹

　
‘
①
暑
9
圃
8
突
。
竃
8
q
店
①
》
誤
Φ
、
、
℃
義
目
ミ
g
ρ
お
0
8
ρ
雪
1
＝
刈
を
参
照
。

⑳
　
一
九
〇
五
年
以
前
の
窪
田
系
組
織
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
緊
①
o
塁
7
国
ト
‘

　
．
．
菊
。
日
自
℃
唱
①
o
。
。
。
舞
｝
．
三
ω
ε
h
お
島
島
き
。
口
く
①
讐
。
暮
は
く
。
ご
凱
。
昌
昌
巴
「
⑦
9
。
切
9
搾
。
謬

　
（
一
⑫
O
恥
一
一
Φ
O
窃
）
．
．
㌧
O
§
鳶
誘
織
黛
§
ミ
ミ
馬
喰
蕊
鷲
駄
恥
3
ミ
心
門
h
馬
H
嵩
．
b
。
（
》
＜
＜

　
甘
く
Y
お
①
b
。
㌧
℃
℃
‘
器
α
占
①
O
を
参
照
。

⑩
　
改
称
に
つ
い
て
は
ミ
知
（
℃
O
×
碧
壬
）
、
。
’
一
宕
を
、
人
数
は
内
。
①
舜
昌
（
偏
り
露
）
蟻

　
や
b
。
お
を
参
照
。

⑳
）
　
一
く
①
o
類
国
嵩
（
一
⑩
①
N
）
㌧
℃
℃
．
b
二
心
↓
凸
α
Q
◎
■

＠
　
」
二
月
協
約
本
文
は
、
湊
㌧
ぼ
9
ω
P
本
稿
第
三
章
二
を
も
参
照
。

⑩
　
霧
”
甥
ρ
一
〇
。
9
ぎ
窃
2
ハ
巴
岬
（
お
ω
O
Y
ρ
に
⑩
1
嶺
O
に
、
　
一
二
月
協
約
が
企 （374）42
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業
主
の
間
で
は
「
法
的
と
い
う
よ
り
倫
理
的
義
務
」
と
見
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う

証
言
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

⑭
響
8
題
（
δ
ミ
Y
ρ
ざ
塾
。
●

⑯
　
「
ヒ
ン
メ
ト
」
に
つ
い
て
は
、
ω
宣
旨
o
o
ぴ
9
＜
ω
江
＼
．
目
δ
鵠
h
日
長
弩
勺
帥
諄
望
”

　
し
O
o
o
貯
一
一
。
。
ヨ
ρ
♪
巳
夢
。
緊
工
費
。
舜
一
一
ξ
の
器
ω
二
〇
詳
ぎ
涛
易
。
。
訂
μ
＞
N
o
二
巴
智
P

　
一
8
令
一
8
P
”
、
O
甦
の
×
H
区
（
デ
b
。
）
こ
餌
ミ
ー
甘
ぎ
H
㊤
刈
。
。
噛
℃
℃
．
鷺
⑩
乱
島
…
〉
澤
？

　
富
象
（
お
。
。
ω
Y
謡
？
舘
ご
き
ミ
（
ψ
合
①
畏
困
一
窃
y
ρ
。
。
㊤
1
難
を
参
照
。

⑯
》
バ
ク
ー
委
昌
ハ
ム
耳
の
活
動
に
つ
い
て
白
H
己
批
判
一
的
な
5
ゆ
魎
馬
（
で
。
呂
謡
三
Y
ρ
“
⑦
る
り

　
を
参
照
。

⑰
奪
。
浅
。
（
一
り
竃
）
、
箸
気
O
一
誠
叫
9
x
。
・
。
㌧
〉
‘
、
、
な
＝
，
§
差
帥
ヨ
α
。
塗
切

　
貰
の
甲
藁
O
哨
罠
O
c
ロ
∩
宍
O
詠
弓
℃
口
口
国
。
．
、
”
知
㌃
H
O
（
直
q
）
・
δ
b
っ
即
。
・
一
心
一
一
さ
う
窃
・
「
ペ
ル
シ
ャ

　
語
」
に
堪
能
な
ロ
シ
ア
人
が
招
致
さ
れ
、
通
訳
を
介
し
た
宣
伝
活
動
の
試
み
も
あ

　
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
章
　
二
月
と
八
月
の
民
族
衝
突

　
先
行
研
究
は
バ
ク
ー
の
二
度
の
衝
突
の
差
異
に
注
目
せ
ず
、
双
方
等
し
く
政
府
煽
動
の
結
果
と
解
し
て
い
る
。
二
月
衝
突
に
端
を
発
し
た
二

民
族
の
武
装
衝
突
の
全
て
が
元
女
は
統
治
当
局
の
企
画
し
た
も
の
だ
っ
た
、
と
い
う
理
解
の
限
り
で
は
そ
れ
は
正
し
い
。
し
か
し
結
論
を
先
に

言
え
ば
、
バ
ク
ー
の
八
月
衝
突
に
つ
い
て
は
政
府
煽
動
論
は
直
接
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
二
度
の
衝
突
を
比
較
し
て
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
し

た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
隣
　
二
月
衝
突
（
二
・
六
一
二
・
八
）

　
「
血
の
日
曜
日
」
事
件
の
報
道
直
後
か
ら
、
バ
ク
ー
委
員
会
も
「
連
盟
」
も
反
政
府
宣
伝
を
本
格
化
し
て
い
る
。
「
農
奴
解
放
記
念
日
」
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

月
十
九
B
に
は
政
治
的
ス
ト
ラ
イ
キ
も
計
画
さ
れ
て
い
た
。
当
局
の
煽
動
は
こ
れ
ら
政
治
活
動
の
高
揚
に
対
す
る
対
応
で
あ
る
、
と
一
般
に
は

捉
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ニ
ケ
月
前
か
ら
「
噂
」
が
流
布
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
煽
動
に
は
労
働
運
動
対
策
と
し
て
の
側
面
を

　
　
　
　
　
　
　
　
②

も
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
月
の
県
知
事
上
京
前
後
の
時
期
に
、
県
知
事
・
警
察
署
長
を
中
心
に
民
族
対
立
煽
動
が
立
案
・
許
可
さ
れ
た
、
と

　
　
　
　
　
　
③

推
測
さ
れ
て
い
る
。

　
「
聯
」
は
ム
ス
リ
ム
の
間
に
「
ア
ル
メ
ニ
ア
人
に
よ
る
ム
ス
リ
ム
虐
殺
」
の
噂
と
し
て
流
れ
て
い
た
。
更
に
、
警
察
が
ム
ス
リ
ム
の
陳
情
に
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応
え
て
「
自
衛
の
た
め
の
」
武
器
を
彼
ら
に
提
供
し
て
い
る
。

　
こ
の
事
態
は
予
め
労
働
運
動
側
に
も
通
報
さ
れ
て
い
る
が
、
重
視
さ
れ
て
い
な
い
。
衝
突
の
一
週
間
前
に
「
ヒ
ン
メ
ト
」
指
導
者
の
一
人
セ

イ
ド
・
モ
フ
ス
ー
モ
フ
が
バ
ク
ー
委
員
会
協
力
者
の
ヴ
ァ
シ
リ
エ
フ
ー
－
ユ
ー
ジ
ン
に
「
噂
」
と
武
器
供
与
に
つ
い
て
報
じ
、
即
日
会
議
に
か
け

ら
れ
る
。
し
か
し
委
員
会
の
大
多
数
は
そ
の
現
実
性
を
疑
っ
て
い
る
。
取
り
あ
え
ず
ア
ゼ
リ
ー
語
の
警
告
文
書
が
出
さ
れ
て
は
い
る
が
、
ア
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

メ
ニ
ア
人
か
ら
も
「
全
く
そ
の
可
能
性
は
な
い
と
一
笑
に
付
さ
れ
」
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
・
ロ
シ
ア
人
の
活
動
家
は
民
族
衝
突
の
前
夜
に
全
く
危
機
感
を
見
せ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
民
族
衝
突
は
少
な
く

と
も
非
ム
ス
リ
ム
住
民
に
と
っ
て
は
全
く
予
期
せ
ぬ
出
来
事
だ
っ
た
。
先
鋭
化
し
た
敵
対
の
構
図
は
非
ム
ス
リ
ム
住
民
に
は
意
識
さ
れ
て
い
な

い
。

　
し
か
し
、
一
部
の
ム
ス
リ
ム
は
年
初
か
ら
緊
張
を
高
め
て
い
た
。
二
月
六
日
に
、
一
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
の
喧
嘩
で
ム
ス
リ
ム
が
射
殺
さ
れ
た

事
件
が
、
衝
突
の
発
端
も
し
く
は
口
実
と
な
る
。
ム
ス
リ
ム
が
遺
体
を
運
ん
で
行
進
し
、
夕
方
か
ら
市
街
各
地
で
ア
ル
メ
ニ
ア
人
商
店
の
略
奪

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
放
火
を
始
め
て
い
る
。

　
攻
撃
の
主
対
象
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
商
人
だ
っ
た
。
「
ダ
シ
ナ
ク
」
の
武
力
も
ア
ル
メ
ニ
ア
人
攻
撃
の
口
実
に
な
り
、
「
武
器
や
爆
弾
が
貯
蔵
さ

れ
て
い
る
」
と
の
噂
か
ら
襲
撃
さ
れ
た
家
も
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
第
一
に
襲
撃
・
放
火
・
略
奪
の
紺
象
と
な
っ
た
の
は
商
店
と
富
豪
の
邸

宅
だ
っ
た
。
「
タ
タ
ー
ル
人
街
区
に
多
く
店
を
持
ち
」
「
殆
ど
地
区
全
体
を
支
配
し
て
い
た
」
ラ
ラ
エ
フ
宅
や
「
無
慈
悲
な
地
主
」
ア
ダ
モ
フ
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

が
包
囲
さ
れ
、
銃
撃
戦
の
後
に
放
火
さ
れ
て
い
る
。
商
店
略
奪
は
組
織
的
に
行
わ
れ
、
略
奪
品
の
「
公
平
な
」
分
配
が
な
さ
れ
て
い
る
。
周
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

農
村
か
ら
の
入
市
の
動
き
も
あ
り
、
「
ゴ
チ
ュ
」
と
村
民
と
の
結
び
つ
き
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
県
知
事
・
警
察
署
長
・
分
署
長
を
筆
頭
と
す
る
揖
シ
ア
人
や
ム
ス
リ
ム
の
政
府
職
員
が
、
衝
突
前
か
ら
煽
動
を
行
い
、
か
つ
二
月
衝
突
中
も

ム
ス
リ
ム
に
積
極
的
に
援
助
を
行
っ
た
と
の
証
言
が
、
多
く
の
國
選
者
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。
市
内
を
巡
回
し
た
警
察
と
軍
隊
は
、
し
ば
し
ば

ム
ス
リ
ム
「
暴
徒
」
と
遭
遇
し
た
の
に
、
「
発
砲
は
許
可
さ
れ
て
い
な
い
」
と
し
て
何
ら
対
策
を
講
じ
な
か
っ
た
。
救
援
を
求
め
る
ア
ル
月
日

44　（376）
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ア
人
は
無
視
さ
れ
た
。
加
え
て
、
商
店
略
奪
を
兵
士
・
警
官
は
「
単
に
黙
認
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
自
ら
も
積
極
的
に
参
加
」
し
、
警
官
と
「
暴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

徒
」
の
間
に
は
し
ば
し
ば
親
密
な
関
係
が
見
ら
れ
た
、
と
い
う
。

　
ア
ル
メ
ニ
ア
人
も
、
「
ダ
シ
ナ
ク
」
「
フ
ソ
チ
ャ
ク
」
成
員
の
青
年
を
中
心
に
各
所
で
応
戦
し
た
。
し
か
し
組
織
的
な
抵
抗
は
で
き
ず
、
火
力

の
面
で
も
「
政
府
支
給
の
」
武
器
を
大
量
に
持
つ
ム
ス
リ
ム
が
優
っ
て
い
た
。
死
者
数
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
一
二
八
名
、
ム
ス
リ
ム
一
一
一
六
名
と

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

の
公
式
発
表
が
あ
る
が
、
特
に
ム
ス
リ
ム
側
の
死
者
数
は
不
正
確
で
あ
る
と
い
う
。

　
二
月
九
日
に
は
市
内
は
鎮
静
化
す
る
。
ア
ル
メ
ニ
ア
教
会
と
シ
ー
ア
派
の
宗
教
者
共
同
の
、
郡
解
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
平
和
行
進
が
政
府
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

っ
て
組
織
さ
れ
る
。
こ
の
行
進
は
予
定
さ
れ
た
偽
善
的
行
為
と
見
ら
れ
、
評
判
が
悪
い
。

　
住
民
の
対
応
を
見
て
み
た
い
。
ム
ス
リ
ム
愚
民
の
多
く
は
、
衝
突
に
関
与
し
て
い
な
い
。
鎮
静
化
と
殆
ど
同
時
に
、
当
局
へ
の
抗
議
集
会
が

発
生
し
て
い
る
。
バ
ク
ー
弁
護
士
集
会
、
証
券
取
引
所
委
員
会
、
石
油
業
主
会
議
評
議
会
は
い
ず
れ
も
地
方
当
局
の
無
為
を
非
難
し
、
真
相
究

明
の
た
め
の
委
員
会
の
指
名
を
要
求
し
て
い
る
。
ま
た
＝
二
日
か
ら
一
六
B
に
か
け
て
、
「
民
族
・
階
層
を
問
わ
な
い
」
数
千
人
規
模
の
集
会

が
連
日
開
か
れ
、
ム
ス
リ
ム
も
発
言
し
て
い
る
。
そ
の
決
議
は
「
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
ム
ス
リ
ム
と
の
間
に
は
如
何
な
る
人
種
的
・
宗
教
的
敵
意

も
存
在
し
な
か
っ
た
」
と
し
、
警
察
・
軍
隊
の
ム
ス
リ
ム
へ
の
武
器
援
助
と
意
図
的
傍
観
を
非
難
し
、
公
開
法
廷
で
の
審
理
を
要
求
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

市
会
議
員
も
非
難
声
明
を
出
し
た
と
い
う
。

　
衝
突
は
市
街
部
に
限
ら
れ
て
い
た
。
油
田
・
工
場
地
帯
で
は
労
働
者
の
自
衛
組
織
形
成
も
あ
り
、
襲
撃
・
略
奪
行
為
の
範
囲
外
で
も
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

せ
い
か
、
衝
突
は
広
ま
っ
て
い
な
い
。
八
日
か
ら
抗
議
集
会
と
ス
ト
ラ
イ
キ
が
あ
り
、
こ
れ
は
多
く
の
企
業
主
に
も
好
意
的
に
迎
え
ら
れ
た
と

い
う
。
市
街
部
の
集
会
に
も
「
労
働
者
の
代
表
」
が
参
加
し
、
そ
の
成
果
で
か
、
二
月
一
六
日
の
集
会
決
定
に
は
「
尊
制
打
倒
！
　
人
民
の
敵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

打
倒
！
　
憲
法
制
定
議
会
万
歳
！
」
の
ス
官
ー
ガ
ン
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　
「
ダ
シ
ナ
ク
」
も
直
接
ム
ス
リ
ム
を
非
難
す
る
声
明
は
出
さ
ず
、
県
知
事
・
副
知
事
・
警
察
署
長
に
、
そ
の
煽
動
行
為
を
断
罪
す
る
脅
迫
文

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

書
を
送
り
付
け
て
い
る
。
実
際
、
県
知
事
の
ナ
カ
シ
ゼ
は
五
月
一
一
日
目
「
ダ
シ
ナ
ク
」
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
て
い
る
。
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ム
ス
リ
ム
も
含
め
た
バ
ク
ー
住
民
の
反
応
は
、
二
月
衝
突
の
主
体
が
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
衝
突
前
に
「
如
何

な
る
民
族
的
・
集
団
的
敵
意
も
無
か
っ
た
」
と
の
決
議
が
繰
返
し
出
さ
れ
、
活
動
家
達
も
「
全
く
予
期
せ
ぬ
事
件
」
と
し
て
こ
れ
を
回
想
し
て

い
る
の
は
、
非
ム
ス
リ
ム
側
の
単
な
る
見
過
ご
し
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
衝
突
は
、
県
知
事
と
警
察
に
よ
っ
て
立
案
さ
れ
、
警
察
機
構
と
結

託
す
る
「
ゴ
チ
ュ
」
の
参
加
・
指
導
に
よ
っ
て
実
行
に
移
さ
れ
た
事
件
で
あ
っ
た
。
衝
突
以
前
の
両
民
族
間
の
関
係
は
、
良
好
と
は
言
え
な
い

に
し
て
も
、
武
力
衝
突
を
想
定
さ
せ
る
程
の
も
の
で
は
な
く
、
一
部
ム
ス
リ
ム
を
除
き
、
都
市
と
油
田
の
ム
ス
リ
ム
の
多
く
は
、
こ
の
衝
突
に

は
無
関
係
だ
っ
た
。
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二
　
八
月
衝
突
（
八
・
二
〇
1
八
二
＝
ハ
）

　
二
月
衝
突
の
報
道
後
、
両
民
族
の
武
装
対
立
の
構
図
が
形
成
さ
れ
、
ザ
カ
フ
カ
ス
各
地
で
衝
突
が
散
発
し
、
両
民
族
間
の
敵
意
は
累
加
的
に

　
　
　
　
⑯

強
め
ら
れ
る
。
バ
ク
ー
で
の
二
度
鼠
の
衝
突
が
よ
り
大
規
模
に
な
っ
た
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
は
当
然
と
も
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
現
地
当
局

の
対
応
は
明
ら
か
に
二
月
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　
八
月
衝
突
は
八
月
ゼ
ネ
ス
ト
失
敗
直
後
に
起
こ
っ
て
い
る
。
ゼ
ネ
ス
ト
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
市
街
部
で
は
、
一
六
日
目
ら
印
刷
所
・
小

規
模
工
房
の
若
干
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
っ
て
い
る
。
一
七
日
に
鉄
道
馬
草
従
業
員
が
ス
ト
に
加
わ
り
、
鉄
道
馬
車
は
兵
士
が
代
行
し
て
動
か
し

　
　
⑰

て
い
る
。
こ
れ
が
衝
突
の
発
端
と
な
っ
た
。

　
二
〇
日
午
後
六
時
に
鉄
道
馬
車
従
業
員
が
騒
動
を
起
こ
し
、
操
車
中
の
兵
士
に
発
砲
す
る
。
住
居
の
窓
や
屋
根
か
ら
も
兵
士
に
向
か
っ
て
発

　
　
　
　
　
⑬

砲
が
行
わ
れ
た
。

　
同
月
の
シ
ュ
シ
ャ
衝
突
の
報
道
後
高
ま
っ
て
い
た
両
民
族
の
警
戒
心
を
、
こ
の
銃
声
が
刺
激
し
た
の
だ
ろ
う
。
同
刻
頃
、
路
上
の
ア
ル
メ
ニ

ア
人
醜
名
に
辻
馬
車
か
ら
の
銃
撃
が
あ
り
、
一
名
が
死
亡
す
る
。
そ
の
他
類
似
の
事
件
が
市
内
に
頻
発
し
、
翌
朝
ま
で
の
死
／
傷
者
は
、
警
察

の
確
認
す
る
だ
け
で
、
ム
ス
リ
ム
八
／
一
一
名
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
三
／
七
山
を
数
え
て
い
る
。
戸
シ
ア
人
の
死
／
傷
者
は
一
／
二
名
の
み
で
あ
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⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
。
既
に
市
内
で
放
火
の
動
き
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
一
二
日
一
日
曜
日
に
、
市
内
各
地
で
銃
撃
戦
が
始
ま
る
。
油
田
に
も
、
市
内
の
「
ポ
グ
ロ
ム
の
開
始
」
が
電
話
で
報
じ
ら
れ
、
ム
ス
リ
ム
の

集
会
が
各
所
で
開
か
れ
て
い
る
。
バ
ラ
バ
ニ
雪
田
で
は
こ
の
日
に
は
大
き
な
混
乱
は
な
い
が
、
多
数
の
ム
ス
リ
ム
が
鉄
道
沿
線
に
集
ま
り
、
夜

に
は
ラ
マ
ニ
油
田
か
ら
も
数
百
万
の
武
装
し
た
ム
ス
リ
ム
が
来
て
い
る
。
ピ
ビ
告
朔
イ
バ
ト
油
田
で
も
ム
ス
リ
ム
の
集
会
が
あ
り
、
発
砲
や
、

野
営
中
の
軍
隊
に
対
す
る
放
火
の
試
み
も
見
ら
れ
た
。
ア
ル
メ
ニ
ア
人
は
ザ
ブ
ラ
ト
の
マ
ン
タ
シ
ョ
フ
（
ア
ル
メ
ニ
ア
人
）
工
場
や
、
サ
ブ
ソ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
病
院
等
に
待
避
す
る
。
多
く
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
は
武
装
し
て
い
た
と
い
う
。

　
二
二
日
か
ら
、
バ
ラ
バ
ニ
・
ラ
マ
ニ
・
サ
ブ
ソ
チ
・
ザ
ブ
ラ
ト
で
放
火
・
略
奪
・
銃
撃
戦
が
始
ま
る
。
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
待
避
し
て
い
た
バ

ラ
バ
ニ
の
技
術
協
会
会
解
や
「
ヴ
ォ
タ
ソ
」
社
は
ム
ス
リ
ム
の
襲
撃
を
受
け
る
が
、
カ
ザ
ー
ク
が
応
戦
・
撃
退
し
て
い
る
。
マ
ン
タ
シ
ョ
フ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

場
は
包
囲
戦
の
様
相
を
呈
す
る
。
同
日
、
臨
時
知
事
は
午
後
八
時
以
降
の
外
出
禁
止
令
を
発
す
る
。
周
辺
農
村
か
ら
官
田
へ
の
ム
ス
リ
ム
の
動

き
も
あ
り
、
バ
ラ
バ
ニ
の
バ
ク
ー
守
備
隊
長
は
増
援
を
要
求
し
て
い
る
。

　
既
に
二
三
日
に
、
石
油
業
主
会
議
評
議
会
副
議
長
の
声
明
に
よ
れ
ぽ
、
油
田
の
炎
上
は
「
空
前
の
規
模
」
で
、
「
現
在
、
油
田
は
事
実
上
既

に
存
在
し
て
い
な
い
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
二
四
日
も
「
自
体
は
極
度
に
深
刻
で
あ
る
」
。
内
務
省
に
軍
隊
増
援
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
同
日
夜
に
海
上
で
略
奪
船
団
の
動
き
が
あ
る
。

　
二
五
日
に
は
市
内
の
銃
撃
戦
は
鎮
静
化
へ
向
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
日
ザ
ブ
ラ
ト
に
砲
兵
隊
・
歩
兵
・
カ
ザ
ー
ク
が
派
遣
さ
れ
、
マ
ソ
タ
シ

ョ
フ
工
場
が
解
放
さ
れ
る
。
同
日
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
豆
単
か
ら
代
官
に
、
事
態
の
「
停
止
に
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
ず
る
」
事
を
望
む
指
令
が
出
さ

れ
る
。
バ
ク
ー
油
田
の
炎
上
は
「
全
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
」
経
済
的
に
重
大
な
損
失
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
二
六
日
に
は
油
田
も
鎮
静
化
に
向
か
う
。
同
日
、
戒
厳
令
が
強
化
さ
れ
る
（
「
包
囲
状
態
」
）
。
油
田
の
火
勢
は
翌
日
ま
で
続
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
放
火
活
動
の
対
象
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
所
有
油
田
が
多
か
っ
た
様
だ
が
、
延
焼
も
あ
り
、
油
田
の
三
分
の
二
近
く
が
灰
塵
に
帰
し
た
。
死
者
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
不
明
だ
が
、
六
〇
〇
名
と
の
推
定
は
二
月
の
死
者
数
と
比
較
し
て
小
さ
い
様
に
思
わ
れ
る
。
多
数
の
労
働
者
が
職
場
を
失
い
、
「
四
万
人
」
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⑬

が
バ
ク
ー
を
離
れ
た
と
も
い
う
。

48　（380）

　
八
月
衝
突
と
二
月
衝
突
と
の
問
に
は
幾
つ
か
の
点
で
顕
著
な
相
違
が
あ
る
。

　
構
図
と
し
て
は
、
八
月
衝
突
も
「
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
へ
の
襲
撃
」
だ
っ
た
。
加
え
て
二
月
同
様
、
警
察
の
一
部
の
協
力
も
見

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ら
れ
な
い
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
軍
隊
は
明
ら
か
に
ア
ル
メ
ニ
ア
人
を
保
護
し
、
ム
ス
リ
ム
「
暴
徒
」
を
攻
撃
し
て
い
る
。
バ
ク
ー
委
員
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

一
活
動
家
も
言
う
よ
う
に
、
「
地
元
権
力
も
今
回
は
消
極
的
傍
観
者
で
は
な
く
、
秩
序
の
保
護
者
と
し
て
行
動
し
た
」
の
で
あ
る
。
政
府
煽
動

論
は
成
立
し
な
い
。

　
略
奪
行
為
に
は
周
辺
農
村
の
住
民
も
大
規
模
に
参
加
し
て
い
る
。
対
立
す
る
活
動
の
乏
し
い
農
村
地
域
で
は
、
「
ゴ
チ
ュ
」
層
の
権
威
は
大

き
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
八
月
に
は
油
田
で
も
、
自
警
団
の
成
員
た
る
「
ゴ
チ
ュ
」
が
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
ま
た
八
月
に
も
ム
ス
リ
ム
が
ア
ル
メ
ニ
ア
人
を
匿
う
「
美
談
」
は
多
く
、
ム
ス
リ
ム
知
識
人
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
多
数
は
民
族
衝
突
に
は
参
加

し
て
い
な
い
。

　
ム
ス
リ
ム
労
働
者
の
動
向
に
関
す
る
記
録
は
少
な
い
。
そ
も
そ
も
多
く
の
活
動
家
が
こ
の
事
件
に
対
し
て
は
寡
黙
で
あ
る
。
し
か
し
彼
ら
が

事
件
中
に
積
極
的
な
対
応
を
行
っ
た
（
行
え
た
）
形
跡
は
な
く
、
二
月
の
よ
う
な
労
働
者
の
抗
議
活
動
も
八
月
に
は
な
い
。
幻
滅
の
感
情
が
活
動

家
を
支
配
し
て
お
り
、
多
く
の
、
特
に
「
連
盟
」
系
の
派
遣
活
動
家
は
、
失
意
の
裡
に
バ
ク
ー
を
離
れ
て
い
る
。

　
活
動
家
の
幻
滅
の
原
因
は
、
ム
ス
リ
ム
労
働
者
の
民
族
衝
突
へ
の
参
加
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
労
働
者
の
民
族
衝
突
へ
の
参
加
を
示
す
若

干
の
記
録
が
あ
る
。
二
四
日
、
バ
ラ
バ
ニ
で
歩
兵
大
隊
・
カ
ザ
ー
ク
中
隊
・
地
元
警
察
が
「
労
働
者
に
包
囲
さ
れ
」
て
い
る
。
同
日
、
ビ
ビ
ー

エ
イ
バ
ト
で
は
カ
ザ
ー
ク
と
警
察
署
長
が
、
「
ム
フ
タ
ロ
フ
油
田
の
労
働
者
を
訪
ね
、
彼
ら
が
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
の
戦
い
を
停
止
す
る
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

約
束
を
取
り
つ
け
」
て
い
る
。

　
対
抗
活
動
が
皆
無
だ
っ
た
こ
と
と
、
活
動
家
の
幻
減
を
考
慮
す
れ
ば
、
民
族
衝
突
に
参
加
し
た
の
が
労
働
運
動
に
反
対
す
る
ム
ス
リ
ム
の
み



だ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
現
地
当
局
の
態
度
の
変
化
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
労
働
者
が
民
族
衝
突
に
参
加
し
た
こ
と
が
、
二
つ
の
衝
突
の
間

の
最
大
の
相
違
点
で
あ
る
。
民
族
間
緊
張
の
単
な
る
累
加
的
増
大
が
、
労
働
者
参
加
の
理
由
な
の
だ
ろ
う
か
。
二
月
か
ら
八
月
の
バ
ク
ー
の
状

況
、
特
に
ム
ス
リ
ム
労
働
運
動
の
関
係
を
辿
る
事
が
必
要
だ
ろ
う
。

一九〇五年バクーの労働運動と民族衝突（伊藤）
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ア
ル
メ
ニ
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に
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、
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ム
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す
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バ
ク
ー
の
流
血
の
争
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は
政
府
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扇
動
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結
果
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あ
る
」
こ
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お

　
り
、
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月
衝
突
の
記
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負
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い
。
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エ
ル
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命
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導
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入
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収
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証
言
は
主
に
バ
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弁
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委
員
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チ
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委
員
会
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ら
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ド
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第
三
章
　
二
月
か
ら
八
月
へ
一
労
働
運
動
と
民
族
対
立
1

隅
　
行
政
的
変
化

政
府
の
煽
動
政
策
の
弱
化
の
問
題
は
比
較
的
容
易
に
解
け
る
。
二
月
衝
突
後
間
も
な
く
、
ザ
カ
フ
カ
ス
行
政
が
変
化
す
る
の
で
あ
る
。



　
二
月
二
六
日
、
全
地
域
的
な
争
乱
状
態
へ
の
対
応
と
し
て
、
ザ
カ
フ
カ
ス
に
代
官
器
隠
。
遷
巽
制
が
再
導
入
さ
れ
、
ヴ
ォ
ロ
ン
ツ
ォ
フ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ダ
シ
コ
フ
公
が
就
任
し
た
。
バ
ク
ー
臨
時
総
督
、
カ
フ
カ
ス
警
察
長
官
等
も
新
た
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
代
官
は
比
較
的
自
由
主
義
的
で
親
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ル
メ
ニ
ア
的
な
政
見
を
持
ち
、
ま
た
「
タ
タ
ー
ル
」
の
啓
蒙
の
必
要
性
を
説
き
つ
つ
、
「
全
民
族
の
平
等
と
自
由
」
を
謳
っ
て
い
た
。

　
統
治
機
構
に
は
多
く
の
保
守
派
・
反
ア
ル
メ
ニ
ア
派
が
残
り
、
一
朝
一
夕
に
政
策
転
換
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
ア
ル
メ
ニ
ア
教
会
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

産
収
用
布
告
は
代
官
就
任
直
後
か
ら
再
検
討
さ
れ
、
八
月
に
正
式
に
撤
回
さ
れ
て
い
る
。

　
現
地
行
政
の
人
材
自
体
も
完
全
に
再
編
成
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
他
地
域
か
ら
の
軍
隊
の
大
量
派
遣
に
よ
っ
て
、
地
縁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

的
結
合
の
無
い
兵
士
が
増
加
し
て
い
る
。
二
月
一
八
日
に
バ
ク
ー
に
戒
厳
令
（
「
交
戦
状
態
」
）
が
宣
言
さ
れ
、
　
一
月
に
二
七
五
五
名
だ
っ
た
駐
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

軍
隊
は
四
月
に
は
八
○
○
○
名
を
数
え
る
こ
と
に
な
る
。
上
部
行
政
の
変
化
と
、
地
縁
的
結
合
の
な
い
軍
隊
の
流
入
が
、
民
族
衝
突
へ
の
当
局

の
対
応
を
変
え
た
の
で
あ
る
。
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ニ
　
メ
ー
テ
ー
か
ら
「
五
月
ゼ
ネ
ス
ト
」
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
労
働
運
動
の
様
相
も
二
月
衝
突
後
大
き
く
変
化
す
る
。
三
月
、
バ
ク
ー
委
員
会
は
ム
ス
リ
ム
へ
の
宣
伝
の
強
化
を
決
定
す
る
。
宣
伝
強
化
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

一
因
と
な
っ
て
か
、
以
後
の
運
動
に
は
不
熟
練
労
働
者
／
ム
ス
リ
ム
の
姿
が
一
層
目
立
つ
こ
と
に
な
る
。
三
、
四
月
に
目
立
っ
た
動
き
は
な
く
、

こ
の
傾
向
は
メ
ー
デ
ー
以
降
明
ら
か
に
な
る
。

　
五
月
一
日
は
日
曜
日
な
の
で
、
四
月
三
〇
日
と
併
せ
た
二
日
間
の
祝
賀
ゼ
ネ
ス
ト
が
計
画
さ
れ
た
。
こ
れ
に
「
連
盟
」
は
反
対
す
る
。
ロ
フ

リ
ソ
に
よ
れ
ぽ
、

　
　
…
…
そ
の
理
由
は
こ
う
だ
。
一
般
的
に
ム
ス
リ
ム
労
働
者
に
は
、
一
日
間
の
五
月
ス
ト
ラ
イ
キ
を
長
引
く
経
済
的
ス
ト
ラ
イ
キ
に
転
化
し
よ
う
と
す
る
傾

　
　
向
が
あ
る
。
現
在
の
状
況
で
は
そ
の
成
功
は
無
い
で
あ
ろ
う
し
、
熟
練
労
働
者
、
即
ち
ロ
シ
ア
人
・
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
支
持
を
得
る
事
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
そ
し
て
そ
れ
は
民
族
対
立
を
煽
る
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
予
測
に
も
関
わ
ら
ず
、
協
議
の
末
「
連
盟
」
も
メ
ー
デ
ー
祝
賀
に
合
意
す
る
。
「
お
祭
で
着
飾
っ
た
、
平
静
な
労
働
者
の
大
群
」
が
ゼ
ネ

ス
ト
挙
行
を
監
視
し
、
油
田
で
は
「
ロ
シ
ア
人
・
ア
ル
メ
ニ
ア
人
・
兵
士
」
の
演
説
が
あ
る
。
公
園
は
青
年
学
生
で
煽
れ
、
日
曜
の
午
後
七
時

に
は
大
騒
ぎ
と
な
り
、
「
棚
を
越
え
芝
生
に
入
り
、
木
や
茂
み
を
破
壊
し
、
革
命
歌
を
歌
う
」
が
、
警
察
は
事
態
の
複
雑
化
を
恐
れ
て
手
を
出

　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

さ
な
い
。
油
田
で
も
「
目
立
っ
た
暴
力
や
混
乱
は
無
」
く
、
ビ
ビ
ー
ー
エ
イ
バ
ト
で
は
労
働
者
は
木
管
楽
器
と
酒
で
メ
ー
デ
ー
を
祝
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

こ
の
祝
賀
に
ム
ス
リ
ム
の
姿
は
無
か
っ
た
と
い
う
。

　
五
月
一
日
は
総
じ
て
「
例
年
通
り
」
の
メ
ー
デ
ー
だ
っ
た
。
一
九
〇
三
年
頃
か
ら
メ
ー
デ
ー
は
労
働
運
動
に
比
較
的
寛
容
な
企
業
主
（
特
に

外
資
系
）
の
黙
認
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
一
部
で
は
金
銭
的
支
援
さ
え
受
け
て
い
る
。
　
ロ
シ
ア
人
主
体
の
酒
宴
に
対
し
て
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

活
動
家
の
否
定
的
な
観
察
も
あ
る
。
禁
酒
規
定
を
持
つ
ム
ス
リ
ム
は
、
こ
の
酒
宴
と
は
無
縁
だ
っ
た
。
メ
！
デ
1
祝
賀
は
、
潭
シ
ア
人
／
熟
練

工
主
体
の
活
動
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
さ
て
、
「
連
盟
」
の
「
心
配
は
的
中
す
る
」
。
二
日
に
な
っ
て
も
、
最
大
業
主
ノ
ー
ベ
ル
の
「
油
田
の
ム
ス
リ
ム
」
が
操
業
を
再
開
し
な
い
。

ビ
ビ
肌
エ
イ
バ
ト
で
は
全
油
田
・
工
場
が
、
バ
ラ
バ
ニ
で
は
第
四
・
五
・
六
油
田
で
「
タ
タ
ー
ル
が
」
操
業
を
停
止
す
る
。
黒
色
街
の
工
場
も

交
渉
に
入
る
。
翌
三
日
に
は
第
三
油
田
も
「
タ
タ
ー
ル
に
よ
っ
て
」
停
止
す
る
。
五
日
・
七
日
に
機
械
工
房
の
労
働
者
か
ら
も
要
求
が
出
さ
れ

て
い
る
が
、
八
日
に
は
操
業
を
再
開
し
て
い
る
。
油
田
は
動
か
な
い
。

　
ノ
ー
ベ
ル
だ
け
で
は
な
い
。
三
日
に
は
「
カ
ス
ピ
海
黒
海
」
社
（
ー
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
）
の
油
田
、
四
つ
の
掘
削
請
負
人
、
ア
ラ
マ
ズ
ド
社
で
も

ス
ト
ラ
イ
キ
が
あ
り
、
更
に
シ
バ
エ
フ
、
ロ
シ
ア
石
油
、
テ
ル
ー
ア
コ
ポ
フ
の
油
田
に
及
ぶ
。
八
日
ま
で
に
は
「
油
田
の
三
分
の
一
」
が
操
業

　
　
　
　
⑭

を
停
止
す
る
。
多
く
の
観
察
が
確
認
す
る
よ
う
に
、
こ
の
ゼ
ネ
ス
ト
を
主
導
し
た
の
は
油
田
地
帯
の
ム
ス
リ
ム
労
働
者
で
あ
っ
た
。

　
「
自
然
発
生
的
」
運
動
の
拡
大
を
前
に
、
労
働
運
動
組
織
の
側
も
手
を
老
い
て
い
る
訳
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
一
〇
日
に
は
、
「
抽
田
の
労

働
者
の
半
数
」
が
ス
ト
ラ
イ
キ
中
で
あ
る
一
方
、
工
場
・
工
房
の
多
く
（
即
ち
熱
練
工
の
多
く
）
は
操
業
中
と
い
う
状
況
だ
っ
た
が
、
こ
の
β
「
連

盟
」
が
ゼ
ネ
ス
ト
を
宣
言
、
「
ダ
シ
ナ
ク
」
も
煽
動
文
書
を
出
す
。
翌
日
に
は
バ
ク
ー
委
員
会
が
ゼ
ネ
ス
ト
の
確
認
と
こ
五
項
目
の
要
求
を
、
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図
工
蓮
盟
も
要
求
を
提
示
し
て
じ
㈱
・
一
〇
鼠
讐
労
働
誉
よ
る
鶉
的
な
ス
ト
”
フ
イ
キ
の
試
み
」
が
頻
発
し
・
「
五
⊥
判
人

の
労
働
者
の
徒
党
が
ス
ト
ラ
イ
キ
参
加
を
要
求
し
て
回
」
つ
た
。
宣
伝
の
「
政
治
性
」
の
た
め
、
軍
隊
・
警
察
は
一
〇
日
か
ら
巡
回
警
備
を
行

⑯加
つ
。

　
ゼ
ネ
ス
ト
の
開
始
と
同
じ
く
終
結
も
、
ム
ス
リ
ム
の
意
向
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
く
。
臨
時
知
事
に
よ
っ
て
調
停
団
が
編
成
さ
れ
る
が
、

興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
団
長
は
ム
ス
リ
ム
僧
（
カ
ー
デ
ィ
ー
）
で
あ
り
、
構
成
員
の
主
体
は
モ
ッ
ラ
ー
と
有
力
都
市
民
・
村
民
だ
っ
た
。
こ
の

調
停
団
の
説
得
・
交
渉
、
企
業
主
の
若
干
の
譲
歩
、
ま
た
長
期
の
ス
ト
に
よ
る
疲
弊
も
あ
っ
て
、
一
六
日
に
油
田
は
概
ね
操
業
復
帰
す
る
。
例

外
的
に
ノ
…
ベ
ル
の
第
三
・
四
・
六
溝
田
が
復
業
を
拒
否
し
再
交
渉
に
移
っ
て
い
る
。
雇
主
側
は
、
最
低
日
給
の
一
〇
カ
ペ
イ
カ
引
上
げ
（
日

給
一
ル
ー
ブ
リ
化
）
は
受
入
れ
る
が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
中
の
賃
金
支
払
は
拒
否
す
る
。
こ
の
場
合
も
最
終
的
に
は
、
当
該
賃
金
の
半
額
分
に
よ
る
糖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

田
地
帯
へ
の
モ
ス
ク
建
設
と
い
う
、
専
ら
ム
ス
リ
ム
に
向
け
た
妥
協
案
で
手
が
打
た
れ
る
の
で
あ
る
。

　
運
動
組
織
の
ム
ス
リ
ム
へ
の
印
象
は
余
り
好
意
的
で
な
い
。
そ
も
そ
も
調
停
団
の
活
動
自
体
、
活
動
家
か
ら
は
「
反
動
的
」
な
も
の
に
分
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

さ
れ
る
。
一
九
欝
に
バ
ク
ー
委
員
会
が
出
し
た
ゼ
ネ
ス
ト
失
敗
声
明
は
、
煽
動
さ
れ
た
ム
ス
リ
ム
を
失
敗
の
主
原
因
と
す
る
。
「
カ
ザ
ー
ク
の

鞭
と
ガ
ジ
ン
ス
キ
ー
ら
反
労
働
運
動
の
闘
士
に
鼓
舞
さ
れ
た
、
暗
愚
な
ペ
ル
シ
ャ
人
大
衆
の
リ
ヴ
ォ
ル
ヴ
ァ
ー
と
壁
際
銃
」
が
運
動
に
対
抗
し

た
。
油
田
で
は
「
ペ
ル
シ
ャ
人
・
強
盗
・
な
ら
ず
も
の
の
徒
党
を
組
織
し
、
武
装
さ
せ
」
、
虐
殺
の
威
嚇
に
よ
っ
て
復
業
が
強
制
さ
れ
た
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

い
う
の
で
あ
る
。
二
四
日
付
文
書
も
「
無
自
覚
な
同
志
の
啓
蒙
」
を
焦
眉
の
問
題
と
し
て
い
る
。

　
確
か
に
「
ゴ
チ
ュ
」
層
は
労
働
運
動
と
対
立
し
て
い
た
。
ま
た
ム
ス
リ
ム
労
働
者
の
一
部
に
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
反
感
を
抱
く
も
の
も
い
た
。

近
郊
農
村
か
ら
の
出
稼
労
働
者
の
一
部
と
、
石
油
を
運
搬
す
る
腰
高
二
輪
馬
車
の
御
者
は
休
業
状
態
に
不
満
で
、
活
動
家
は
彼
ら
と
の
衝
突
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

可
能
性
を
危
惧
し
て
い
る
。

　
だ
が
一
方
で
、
ム
ス
リ
ム
ー
不
熟
練
労
働
者
の
、
一
二
月
の
団
体
協
約
を
最
高
の
成
果
と
す
る
従
来
の
労
働
運
動
へ
の
不
満
が
、
ス
ト
ラ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

キ
の
誘
因
と
な
っ
た
事
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ロ
フ
リ
ソ
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
不
熟
練
労
働
者
は
団
体
協
約
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
。
一
方
、
「
労
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働
者
は
一
二
月
ス
ト
後
、
石
油
業
主
か
ら
か
な
り
の
譲
歩
を
得
て
、
新
し
い
ス
ト
ラ
イ
キ
の
遂
行
に
は
恐
ら
く
乗
り
気
で
は
な
か
っ
た
」
と
の

　
　
　
　
⑳

観
察
も
あ
る
。
「
連
盟
」
の
態
度
も
併
せ
て
考
え
る
と
、
乗
り
気
で
な
か
っ
た
労
働
考
が
、
主
に
熟
練
工
で
あ
っ
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
運
動
が
不
熟
練
労
働
者
主
体
の
も
の
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
組
織
の
出
し
た
明
文
化
さ
れ
た
要
求
を
見
る
と
、
逆
に
、
熟
練
工

主
体
の
要
求
項
囲
が
多
い
。
ム
ス
リ
ム
の
安
息
日
た
る
金
曜
日
の
休
目
化
の
要
求
が
、
バ
ク
ー
委
員
会
の
文
書
に
は
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、

一
般
的
な
賃
上
げ
要
求
も
常
に
立
て
ら
れ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
ど
の
要
求
も
、
一
ヶ
月
の
有
給
休
暇
・
継
続
雇
用
に
よ
る
増
給
・
年
末
の
ボ

ー
ナ
ス
支
給
な
ど
、
大
企
業
雇
用
者
・
継
続
雇
用
者
を
射
程
に
置
い
た
も
の
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
言
論
・
出
版
．
団
結
・
集
会
の
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

由
、
油
田
地
域
へ
の
学
校
建
設
、
雇
用
人
事
の
委
譲
等
、
「
政
治
的
」
な
要
求
も
多
い
。
「
五
月
一
〇
日
の
ス
ト
ラ
イ
キ
声
明
は
、
政
治
的
要
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
塊
か
ら
成
り
、
そ
れ
に
付
随
す
る
若
干
の
経
済
的
要
求
は
、
明
ら
か
に
実
現
を
期
し
て
い
な
い
」
と
見
る
企
業
家
も
あ
っ
た
程
で
あ
る
。
組

織
は
不
熱
練
労
働
者
の
経
済
的
不
満
を
汲
み
取
れ
な
か
っ
た
。

　
運
動
統
調
上
の
問
題
も
あ
っ
た
。
人
手
不
足
の
た
め
か
、
「
連
盟
」
系
の
活
動
で
は
、
ム
ス
リ
ム
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
実
際
の
指
導
に
は
「
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ル
賢
愚
ア
人
採
油
労
働
者
」
が
立
っ
た
。
運
動
統
制
の
「
失
敗
」
か
ら
し
て
、
こ
の
状
況
は
労
働
者
間
の
民
族
対
立
を
却
っ
て
煽
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
労
働
運
動
組
織
に
よ
る
後
追
い
的
な
活
動
統
制
や
要
求
立
案
は
、
既
存
の
熟
練
工
中
心
の
「
型
」
に
は
ま
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
不
熟

練
労
働
者
の
活
動
を
効
果
的
に
支
援
す
る
も
の
に
は
な
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
「
連
盟
」
は
不
熟
練
労
働
者
の
運
動

を
統
制
す
る
能
力
が
無
い
事
を
予
め
自
覚
し
て
い
た
。
労
働
運
動
は
亀
裂
を
見
せ
、
そ
れ
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
ム
ス
リ
ム
の
宗
教
的
権
威
が

労
使
関
係
の
舞
台
に
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
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三
　
運
動
と
チ
ロ
ル
の
激
化

こ
れ
以
降
、
特
に
七
月
か
ら
、
不
熟
練
労
働
者
の
運
動
は
激
化
し
て
い
く
。
ま
た
そ
の
活
動
も
暴
力
性
を
強
め
る
。
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⑳

　
石
油
業
主
は
自
警
団
を
強
化
し
て
い
る
。
六
月
一
九
日
に
前
述
の
請
願
が
出
さ
れ
て
い
る
。
「
瀬
田
・
工
場
で
の
操
業
は
事
実
上
不
可
能
」

と
の
訴
え
は
こ
の
文
書
の
性
格
上
か
な
り
誇
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
当
時
治
安
が
か
な
り
悪
化
し
て
い
た
こ
と
は
、
例
え
ば
六
月

二
〇
日
の
馬
車
御
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
要
求
に
も
窺
え
る
。
六
月
に
バ
ク
ー
を
訪
れ
た
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
活
動
家
ス
ー
ホ
フ
の
回
想
に
よ
れ
ば
、

油
田
地
帯
で
は
当
局
と
の
直
接
衝
突
は
皆
無
だ
っ
た
が
、
警
察
の
不
在
の
た
め
強
盗
・
殺
人
が
頻
繁
に
あ
り
、
夜
間
外
出
は
危
険
だ
っ
た
と
い

⑳、
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
石
油
産
業
で
は
な
い
が
、
七
月
八
日
か
ら
一
七
日
ま
で
、
ム
ス
リ
ム
の
多
い
海
運
業
で
大
規
模
な
ス
ト
ラ
イ
キ
が
あ
る
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、

一
五
日
頃
か
ら
「
カ
ス
ピ
海
黒
海
」
社
を
中
心
に
油
田
地
帯
で
ス
ト
ラ
イ
キ
が
頻
発
す
る
。
こ
の
活
動
も
、
参
加
労
働
者
は
「
タ
タ
ー
ル
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

大
部
分
で
あ
る
、
と
観
察
さ
れ
て
い
る
。

　
労
働
運
動
に
は
武
装
衝
突
が
横
行
す
る
。
「
カ
ス
ピ
海
黒
海
」
社
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
「
最
高
の
権
威
を
持
っ
て
い
た
タ
タ
ー
ル
の
指
導
者
」
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ス
タ
フ
ァ
ー
メ
シ
ャ
デ
ィ
が
七
月
末
頃
に
暗
殺
さ
れ
、
そ
れ
が
更
に
ス
ト
を
長
期
化
さ
せ
る
。
一
方
、
「
ヴ
ォ
タ
ソ
」
社
経
営
者
・
「
カ
ス
ピ
海
」

社
の
バ
ラ
バ
ニ
主
任
・
バ
イ
㍑
フ
の
反
労
働
運
動
の
指
導
者
（
ゴ
チ
ュ
か
～
）
等
が
、
ム
ス
リ
ム
労
働
者
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
て
い
る
。
経
営
者
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

労
働
者
双
方
が
、
武
力
を
行
使
し
た
威
嚇
や
衝
突
を
頻
発
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
労
働
運
動
組
織
上
層
部
の
問
に
は
協
議
・
協
力
関
係
も
あ
っ
た
が
、
運
動
の
現
場
で
は
、
組
織
間
の
対
立
も
時
に
暴
力
的
威
嚇
を
伴
っ
た
。

労
働
者
間
の
民
族
対
立
の
事
例
も
散
見
さ
れ
る
。
運
動
統
制
の
低
迷
に
乗
じ
て
、
宗
教
的
権
威
が
煽
動
者
と
し
て
労
働
運
動
に
介
入
し
て
い
く
。

八
月
九
日
、
ノ
ー
ベ
ル
扇
田
の
油
田
労
働
者
集
会
に
「
二
人
の
回
教
僧
が
現
れ
」
、
「
ス
ト
ラ
イ
キ
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
企
て
だ
」
と
演
説
し
て

　
⑳

い
る
。
現
場
の
紛
糾
の
原
因
を
ア
ル
メ
ニ
ア
人
に
押
し
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
バ
ク
ー
委
員
会
も
「
連
盟
」
も
ム
ス
リ
ム
向
け
の
活
動
を
進
め
て
は
い
る
。
特
に
バ
ク
ー
委
員
会
は
「
連
盟
」
の
優
位
に
対
抗
す
べ
く
精
力

的
に
活
動
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
六
月
に
反
ブ
ル
イ
ギ
ソ
国
会
・
全
人
民
武
装
蜂
起
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
す
る
な
ど
、
そ
の
活
動
は
飽
く
ま
で
政

治
的
な
も
の
で
あ
り
、
「
労
働
運
動
」
と
し
て
は
未
熟
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
バ
ク
ー
委
員
会
は
、
自
ら
が
勢
力
を
伸
ば
し
つ
つ
あ
る
と
の
心
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証
を
持
て
た
。
こ
れ
を
背
景
に
、
バ
ク
；
委
員
会
は
八
月
ゼ
ネ
ス
ト
を
単
独
で
挙
行
す
る
。

四
　
八
月
ゼ
ネ
ス
ト
の
失
敗
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政
治
的
ゼ
ネ
ス
ト
の
計
顧
は
、
七
月
か
ら
バ
ク
ー
委
員
会
・
「
連
盟
」
・
「
ダ
シ
ナ
ク
」
・
「
フ
ン
チ
ャ
ク
」
共
同
で
進
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
七
月
二
〇
日
の
大
量
逮
捕
で
「
連
盟
」
は
弱
体
化
し
、
ゼ
ネ
ス
ト
反
対
に
転
ず
る
。
こ
れ
に
「
ダ
シ
ナ
ク
」
・
「
フ
ン
チ
ャ
ク
」
も
追
随
し
、

バ
ク
ー
委
員
会
は
孤
立
す
る
。

　
同
時
期
の
ゼ
ネ
ス
ト
の
挙
行
は
「
許
し
得
ぬ
有
害
な
力
の
浪
費
」
で
あ
り
、
ム
ス
リ
ム
大
衆
へ
の
宣
伝
が
不
足
し
、
武
装
し
た
「
タ
タ
ー
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
障
害
が
あ
る
状
況
で
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
ポ
グ
ロ
ム
を
誘
発
す
る
危
険
が
あ
る
、
と
い
う
の
が
反
紺
側
の
意
見
だ
っ
た
。
こ
れ
は
極
め
て
正

確
な
予
測
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
バ
ク
ー
委
員
会
は
単
独
で
ゼ
ネ
ス
ト
を
準
備
す
る
。
開
始
期
日
は
一
六
日
で
あ
っ
た
。
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
「
全
ロ
シ
ア
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

労
働
者
と
農
民
の
闘
争
」
に
バ
ク
ー
も
連
な
り
、
「
全
て
の
対
立
と
不
和
を
追
い
払
お
う
！
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
ゼ
ネ
ス
ト
を

労
働
者
団
結
の
手
段
と
見
て
い
た
訳
で
あ
る
。
こ
の
ゼ
ネ
ス
ト
を
機
に
運
動
の
覇
権
を
奪
う
雲
隠
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
し
か
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
は
完
全
な
失
敗
に
終
わ
る
。
警
察
・
軍
隊
は
通
報
に
よ
り
、
前
日
か
ら
巡
回
を
強
化
し
逮
捕
を
行
っ
て
い
る
。
当
日

の
活
動
は
バ
ラ
バ
ニ
か
ら
始
ま
り
、
午
前
六
時
に
電
話
線
が
切
断
さ
れ
、
七
時
頃
か
ら
五
一
六
人
の
武
装
し
た
煽
動
者
グ
ル
ー
プ
が
ス
ト
ラ
イ

キ
を
強
捌
し
て
回
る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
八
時
頃
か
ら
午
後
一
時
ま
で
中
小
石
油
企
業
で
散
発
的
に
操
業
停
止
が
あ
る
が
、
大
企
業
に
は

そ
の
動
き
は
な
い
。
警
察
の
大
規
模
な
介
入
も
な
く
、
バ
ラ
バ
ニ
で
一
三
名
、
ビ
ビ
脳
弓
イ
バ
ト
で
六
名
の
煽
動
者
が
逮
捕
さ
れ
て
、
運
動
は

　
　
　
　
⑫

鎮
静
化
す
る
。

　
こ
の
失
敗
の
主
原
因
は
、
他
組
織
の
非
協
力
的
な
態
度
で
あ
る
。
事
前
に
「
熱
狂
的
な
反
ス
ト
ラ
イ
キ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
あ
り
、
当
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

も
「
連
盟
」
系
の
労
働
者
は
一
時
的
に
ス
ト
に
同
調
し
た
場
合
も
あ
っ
た
が
、
「
ダ
シ
ナ
ク
」
は
積
極
的
な
反
対
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
シ
ュ



シ
ャ
の
「
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
」
報
道
が
直
前
に
あ
り
、
ム
ス
リ
ム
の
動
向
に
ア
ル
メ
ニ
ア
人
は
警
戒
を
強
め
て
い
た
。
ア
ル
メ
ニ
ア
人
組
織

は
、
本
来
民
族
色
の
あ
る
は
ず
の
な
い
八
月
ゼ
ネ
ス
ト
の
企
画
を
、
ム
ス
リ
ム
の
活
動
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
バ
ク
ー
委
員
会
も
、
九
月
に
出
さ
れ
た
報
告
で
、
　
ス
ト
ラ
イ
キ
の
「
教
訓
」
と
し
て
、
　
ム
ス
リ
ム
労
働
者
へ
の
信
頼
を
深
め
た
事
、
「
ダ
シ

ナ
ク
」
の
組
織
は
「
労
働
運
動
の
障
害
で
あ
る
こ
と
が
暴
露
さ
れ
た
」
事
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
ゼ
ネ
ス
ト
も
、
積
極
的
な
参
加
者
は
ム
ス
リ

ム
だ
っ
た
。
ム
ス
リ
ム
対
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
対
立
構
図
が
、
労
働
運
動
の
上
で
組
織
間
対
立
に
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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五
月
以
来
、
労
働
運
動
を
主
導
し
て
い
た
ム
ス
リ
ム
は
、
そ
の
展
開
に
不
満
を
高
め
て
い
た
。
例
え
ば
八
月
一
一
臼
の
「
カ
ス
ピ
海
黒
海
」

社
ス
ト
ラ
イ
キ
で
の
妥
協
に
対
し
、
「
ロ
シ
ア
人
・
ア
ル
メ
ニ
ア
人
・
グ
ル
ジ
ア
人
熟
練
労
働
者
が
充
分
な
ス
ト
ラ
イ
キ
を
邪
魔
し
て
い
る
」

と
の
不
満
を
一
ム
ス
リ
ム
労
働
者
が
洩
ら
し
て
い
る
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
最
も
戦
闘
的
な
労
働
運
動
の
担
い
手
」
の
不
満
は
、
既
存
の
労
働
運

動
組
織
に
よ
っ
て
は
解
消
さ
れ
得
な
か
っ
た
。
一
方
、
「
ダ
シ
ナ
ク
」
は
二
月
以
降
、
本
格
的
に
武
装
自
警
団
を
組
織
し
、
そ
の
「
脅
威
」
は

ま
す
ま
す
可
視
化
さ
れ
て
い
た
。
モ
ッ
ラ
ー
等
宗
教
的
権
威
の
宣
伝
、
そ
し
て
直
前
の
ゼ
ネ
ス
ト
に
お
け
る
「
ダ
シ
ナ
ク
」
と
の
対
立
に
よ
っ

て
、
ム
ス
リ
ム
労
働
者
は
特
に
ア
ル
メ
ニ
ア
人
を
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
と
し
て
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
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よ
る
宣
伝
活
動
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必
要
性
が
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第
三
回
党
大
会
席
上
で
カ

　
説
さ
れ
て
い
る
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、
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9
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⑦
鉄
道
労
働
者
の
ゼ
ネ
ス
ト
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
ザ
カ
フ
カ
ス
全
土
の
鉄
道
ス
ト

　
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
バ
ク
ー
の
石
油
労
働
者
と
の
関
係
は
薄
い
。
ま
た
、

　
労
働
運
動
と
は
声
援
関
連
し
な
い
が
、
二
月
二
三
ヨ
か
ら
三
月
四
日
ま
で
、
バ
ク

　
一
は
ア
ー
シ
ュ
ー
ラ
ー
の
市
内
興
行
で
賑
わ
う
。
ア
ー
シ
ュ
ー
ラ
ー
と
は
シ
ー
ア

　
派
第
三
代
イ
マ
ー
ム
の
殉
教
記
念
祭
礼
で
、
異
教
徒
や
ス
ン
ニ
派
近
代
主
義
者
の

　
眼
に
は
「
野
蛮
」
な
慮
鰯
儀
式
も
行
わ
れ
る
。
こ
の
儀
式
が
初
め
て
、
し
か
も
衝

　
突
後
間
も
な
い
晴
期
に
、
バ
ク
ー
で
開
催
さ
れ
た
事
は
、
他
民
族
と
ム
ス
リ
ム
と

　
の
溝
を
深
め
る
纂
に
も
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
頃
。
飯
豊
（
一
㊤
O
α
）
、
℃
℃
●

　
δ
令
嵩
O
…
出
a
ま
醸
詳
｝
o
冤
ぎ
重
切
。
ざ
、
、
コ
6
0
匡
σ
q
貯
。
。
o
h
夢
①
裟
餌
鼠
。
ロ
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唱
話
ψ
。
α
置
》
N
震
σ
四
二
ρ
p
、
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試
。
・
画
ミ
8
肉
零
鳶
ざ
㌧
0
9
●
お
ω
ρ
ズ
ρ
o
。
◎
Q
”
〈
9
・

　
×
×
〈
押
℃
や
胡
㌣
♂
9

⑧
蝕
ミ
（
℃
o
銘
閣
範
）
、
ρ
5
0
山
O
ド

⑨
↓
畏
美
ρ
ρ
ざ
ω
山
宝
・
℃
鳶
㌧
緊
。
」
ω
。
。
の
警
察
報
告
は
群
衆
を
解
散
さ
せ

　
た
と
報
告
し
て
い
る
が
、
虚
偽
も
し
く
は
誇
張
で
あ
ろ
う
。

⑩
　
℃
翁
㌔
顕
ρ
誌
P
お
ト
。
・
た
だ
し
、
暴
力
の
例
と
し
て
ミ
瞬
（
悶
。
護
昆
Y
ρ
δ
劇

　
も
参
照
。

＠
謡
呂
8
（
お
・
。
O
）
も
●
に
P

⑫
ミ
勘
（
℃
o
護
墨
ソ
ρ
O
？
ψ
ご
ρ
6
伊

⑬
ぎ
甲
；
（
Φ
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。
払
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§
」
署
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．
罷
ゲ

⑭
　
ノ
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ベ
ル
に
つ
い
て
は
、
濤
㌧
属
ρ
罷
卜
。
㌧
お
ρ
欝
メ
一
も
ゆ
ρ
置
ρ
嵩
b
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を
、

　
ゼ
ネ
ス
ト
一
般
は
℃
§
㌔
閉
。
．
一
ω
倉
一
ω
q
㌧
一
Q
。
c
Q
㌧
一
心
一
蟻
一
A
ω
…
ミ
（
℃
o
×
最
籠
）
”

　
ρ
ざ
O
面
一
〇
を
参
照
。

⑯
℃
喬
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緊
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ミ
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触
ρ
δ
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P
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掬
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緊
ρ
置
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ト
ミ
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圃
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⑳
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刈
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九
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q
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9
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①
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入
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拒
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求
。

⑳
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年
の
数
字
で
は
、
船
舶
建
造
関
係
者
六
七
名
の
内
四
〇
名
、
水
運
関
係
者
三
五
九

　
四
名
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内
一
三
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四
名
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ム
ス
リ
ム
。
≧
窃
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黛
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㊤
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ω
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℃
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●
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℃
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㎝
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六
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か
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バ
ク
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派
遣
さ
れ
た
ス
ー
ホ
フ
の
回
想
を
参
照
。

⑳
例
え
ば
六
月
八
日
の
煙
草
工
場
（
ア
ル
メ
ニ
ア
人
企
業
）
の
ス
ト
で
、
ア
ル
メ

　
ニ
ア
人
の
優
先
雇
用
に
他
民
族
が
抗
議
し
て
い
る
。
℃
§
噛
渇
ρ
同
①
9
雇
用
晦
に

　
罵
族
的
贔
厨
を
行
う
こ
と
は
珍
し
く
な
か
っ
た
。
　
ロ
シ
ア
人
・
「
カ
ザ
ン
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タ

　
ー
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優
先
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ま
と
め
と
展
望

一九〇五年バクー一の労働運動と罠族衝突（伊藤）

　
一
九
〇
五
年
五
月
以
降
、
ム
ス
リ
ム
と
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
の
対
立
の
構
図
は
、
熟
練
工
と
不
熟
練
労
働
者
の
対
立
の
構
図
に
重
ね
合
わ
さ
れ

て
い
っ
た
。
そ
れ
を
補
強
す
る
状
況
は
労
働
運
動
自
体
に
も
あ
っ
た
。
運
動
統
制
の
不
手
際
と
党
派
対
立
が
両
民
族
の
対
立
を
深
め
た
。
八
月

一
六
日
ゼ
ネ
ス
ト
に
対
す
る
反
対
活
動
の
先
鋒
は
、
ま
さ
に
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
可
視
的
脅
威
た
る
「
ダ
シ
ナ
ク
」
だ
っ
た
。

　
武
力
衝
突
の
創
始
と
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
各
地
へ
の
伝
播
に
よ
っ
て
、
ム
ス
リ
ム
の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
へ
の
敵
意
は
増
幅
さ
れ
た
。
し
か
し
、

農
村
部
と
異
な
り
、
「
ゴ
チ
ュ
」
層
は
油
田
の
労
働
者
と
は
対
立
す
る
側
面
も
持
ち
、
そ
の
影
響
力
は
限
ら
れ
て
い
た
。
言
説
の
場
で
そ
の
敵

意
に
肉
付
け
を
し
た
の
は
、
主
に
モ
ヅ
ラ
ー
な
ど
の
宗
教
的
権
威
だ
っ
た
。

　
先
に
引
用
し
た
「
ス
ト
ラ
イ
キ
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
企
て
で
あ
る
」
と
の
モ
ヅ
ラ
ー
の
煽
動
の
言
葉
は
、
「
ム
ス
リ
ム
／
不
熟
練
労
働
者
に
恩

恵
を
も
た
ら
さ
な
い
ス
ト
ラ
イ
キ
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
／
熟
練
労
働
者
の
企
て
で
あ
る
」
と
読
み
替
え
る
事
が
出
来
る
。
宗
教
的
権
威
に
よ
る
、

ア
ル
メ
ニ
ア
人
を
敵
対
還
す
る
言
説
は
、
ム
ス
リ
ム
労
働
者
に
よ
っ
て
、
労
働
運
動
上
の
不
満
を
解
決
す
る
テ
ー
ゼ
と
し
て
読
み
替
え
／
受
け

入
れ
ち
れ
た
の
で
あ
る
。
ア
ル
メ
ニ
ア
人
は
、
南
ロ
シ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
同
様
に
、
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
の
役
割
を
担
わ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ム
ス
リ
ム
労
働
者
は
、
「
反
動
の
走
狗
」
一
民
族
衝
突
の
参
加
者
と
「
最
も
戦
闘
的
な
運
動
の
担
い
手
」
1
1
汎
民
族
的
な
労
働
運
動
の
参
加
者

に
分
裂
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
八
月
衝
突
は
労
働
階
層
対
立
の
現
れ
だ
っ
た
。
も
し
く
は
既
存
の
労
働
運
動
へ
の
失
望

の
表
明
だ
っ
た
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
労
働
運
動
の
「
最
も
戦
闘
的
な
」
担
い
手
が
ま
さ
に
同
時
に
「
反
動
的
」
民
族
衝
突
の
主
体
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
意
味
で
は
、
党
派
対
立
が
民
族
衝
突
に
果
し
た
役
割
も
小
さ
く
な
か
っ
た
。
バ
ク
ー
委
員
会
の
先
鋭
的
な
ゼ
ネ
ス
ト
挙
行
は
、
結
果
的

に
民
族
対
立
を
煽
る
こ
と
と
な
っ
た
。
峻
厳
な
党
派
対
立
は
民
族
対
立
と
並
行
し
た
。

　
バ
ク
ー
委
員
会
は
こ
の
後
、
ム
ス
リ
ム
／
不
熟
練
労
働
者
の
間
に
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
る
。
バ
ク
ー
・
ソ
ヴ
ェ
ト
は
「
連
盟
」
の
主
導
で
形
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成
さ
れ
る
が
、
一
九
〇
六
年
九
月
に
は
、
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
「
機
械
労
働
者
組
合
」
に
対
抗
し
て
、
不
熟
練
労
働
者
孝
心
の
「
石
油
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

組
合
」
が
形
成
さ
れ
、
バ
ク
ー
の
労
働
運
動
の
主
力
と
な
る
。
社
会
民
主
労
働
党
の
党
派
対
立
は
、
民
族
と
も
労
働
階
層
と
も
重
ね
合
わ
さ
れ
、

二
つ
の
対
立
を
内
包
し
て
い
た
。

　
一
九
〇
五
年
バ
ク
ー
の
民
族
衝
突
そ
れ
自
体
は
、
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
は
、
「
階
級
」
と
「
ネ
イ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
二
つ
の
近
代
的
帰
属
意

識
の
形
成
に
逆
ら
う
も
の
だ
っ
た
。
国
民
形
成
史
上
は
、
こ
の
衝
突
は
か
え
っ
て
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
成
立
を
遅
ら
せ
た
。

　
勿
論
、
民
族
衝
突
の
国
民
形
成
史
上
の
意
義
を
考
え
る
た
め
に
は
、
バ
ク
ー
の
み
の
分
析
で
は
不
充
分
で
は
あ
る
。
衝
突
の
広
が
り
を
み
る

と
、
バ
ク
ー
市
を
除
く
バ
ク
ー
県
の
農
村
部
に
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
人
口
が
僅
か
な
た
め
、
報
道
に
上
る
規
模
の
衝
突
は
起
こ
っ
て
い
な
い
。

激
し
い
武
装
衝
突
が
展
開
さ
れ
る
の
は
、
両
民
族
の
混
住
す
る
エ
リ
ザ
ヴ
ェ
ト
ポ
リ
県
と
エ
レ
ヴ
ァ
ン
県
（
現
在
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
西
部
と
ア

ル
メ
ニ
ア
）
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
シ
ー
ア
派
の
宗
教
的
権
威
と
「
ゴ
チ
・
こ
そ
の
他
の
マ
フ
ィ
ア
的
・
義
賊
的
権
威
が
衝
突
を
主
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し
た
事
、
ム
ス
リ
ム
近
代
主
義
者
の
参
与
が
な
か
っ
た
事
は
確
か
で
あ
る
。

　
宗
教
的
・
伝
統
的
権
威
の
影
響
を
色
濃
く
残
し
、
バ
ク
ー
の
石
油
産
業
に
壊
滅
的
打
撃
を
与
え
た
民
族
衝
突
は
、
ム
ス
リ
ム
近
代
主
義
者
に

と
っ
て
脅
威
と
な
っ
た
。
ム
ス
リ
ム
近
代
主
義
者
・
企
業
主
と
ア
ル
メ
ニ
ア
人
共
同
の
「
平
和
委
員
会
」
は
七
月
頃
か
ら
活
動
を
活
発
化
し
て

　
③

い
る
。
近
代
主
義
者
の
啓
蒙
活
動
の
活
発
化
も
、
民
族
衝
突
へ
の
対
抗
と
し
て
の
意
味
合
い
が
大
き
く
、
民
族
衝
突
は
国
民
形
成
史
上
、
か
え

っ
て
否
定
的
な
位
置
を
占
め
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
労
働
運
動
の
地
平
に
お
い
て
は
、
階
層
的
／
民
族
的
対
立
は
党
派
対
立
に
吸
収
さ
れ
た
。
元
女
は
政
府
煽
動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
二

民
族
の
対
立
状
況
は
、
バ
ク
ー
の
労
働
現
場
で
は
、
階
層
的
対
立
と
重
ね
合
わ
さ
れ
る
こ
と
で
増
幅
さ
れ
た
。
更
に
そ
れ
ら
の
対
立
は
、
基
本

的
に
は
、
国
際
主
義
的
で
あ
る
は
ず
の
社
民
党
の
党
派
対
立
の
中
で
具
現
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
バ
ク
ー
で
こ
の
状
況
が
続
く
の
は
、
一
九
＝
年
に
ム
ス
リ
ム
「
民
族
主
義
」
政
党
ミ
ュ
サ
ヴ
ァ
ト
が
誕
生
し
、
党
派
的
な
布
置
が
変
化
す

る
ま
で
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
降
も
、
ま
た
他
の
地
域
で
も
、
「
国
際
主
義
的
」
政
党
の
実
際
の
支
持
層
の
偏
り
は
、
稀
な
現
象
で
は
な
か

60　（392）



つ
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①
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Suika　School　lntefectuals　and　the　Production　of　Le．qitimacy

by

KoBAyAsHI　Junji

　　This　paper　exam血es　the　process血which　the　S㎞to　doct血e　espoused　by

Yamazaki　Ansai一一Suika　Shinto－gained　acceptance　and　how　members　of　this　Shin－

to　schooi　acquired　and　redistributed　cultural　capital　in　ear！y　modern　Japanese　soci－

ety．　The　Suika　schoo1’s　compilation　of　ex｛sting　Shinto　doct血es　into　a　canon　can

be　seen　as　a　rneaRs　tlrrough　which　early　modern　intellectuals　acquired　the　cultural

capital　accumulated　by　medieval　shrines．　Disciples　of　the　Suika　school　were　able

to　redistribute　this　capital　by　legitimizing　the　idealogy　of　“subject　！oyalty”．　ln　the

process，　adherents　of　the　Suika　school　used　their　knowledge　and　abmaties　to　legiti－

mate　the　governir｝g　class　of　nobles　（kesge）　and　shrine　attendants　（shalee）．　ln

short，　Suika　Shinto　was　promoted　by　those　who　sought　to　monopolize　the　ability

to　produce　and　bestow　iegitimacy．

Labor　Struggles　and　Ethnic　Conflict　in　1905　Baku

by

ITo　Junji

　　Muslims　and　Arrnenians　．　twice　battled・in　1905．　Russian　ethnic　policies　have

been　perceived　as　generating　this　conilict，　and　indeed　the　initial　February　clashes

were　initiated　by　officials　and　impoverished　Muslim　land－owners　（godhu）．　By

contrast，　unskilied　Muslim　workers　participated　in　the　August　disturbance．

These　workers　conthlued　their　strike　after　May　Day，　thereby　heighte血g　tenslons

betweelt　them　and　the　skilled　Christian　workers　who　had　been　generally　satisfied

with　the　December　concessions．　Thus　an　ethnic　division　paraileled　a　labor　dis－

pute　which　was　exacerbated　by　the　split　between　Bolsheviks　and　Menshevik＄．
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The　August　clash　erupted　in　the　wake　of　a　general　st泳e　wh圭ch　failed　as　a　result

of　the　opposition　of　skiiled　Amienian　labor　organizations．　Mullahs　preached　in－

fiammatory　sermoRs　which　directed　the　resentments　of　Muslim　workers　toward

Armenians．　ln　short，　for　Muslim　worl〈ers，　the　Augt！st　clash　embodied　a　labor

struggle　between　skMed　and　unskMed　workers．

Industrial　Democracy，　ScieBthic　Management，　and　Workers’　Control

　　　　　　　　　　　　The　Amalgafnated　Clothing　Workers　as　a　Case　Study

by

TAI〈EDA　Yu

　　The　Amalgamated　Clothing　Workers　of　America，　from　the　1910s　to　the　1920s，

successfully　introduced　a　system　of　collective　bargaining　and　arbitration，　and

established　industrial　democracy　in　the　chaotic　men’s　clothng・industry．　But　the

union　was　he！・d　responsible　for　its　contractual　obligations，　and　the　same　rules　and

procedures　restraining　arbitrary　acts　of　employers，　ironically，　bound　the　workers

themselves．　lndustrial　democracy　thus　protected　the　basic　rights　of　the　workers，

yet　at　the　same　time　suppressed　their　spontaneotts　and　independent　shop－floor

activities．

　　In　order　to　secure　jobs　for　its　members　and　maintain　union　standards　in　this

highly　cornpetitive　industry　in　which　small　and　unstable　shops　predominated，　the

ACW　had　to　cooperate　with　the　managers　of　unionized　firms　in　raising　productivity

and　eihciency　so　that　they　could　compete　successfully　with　low－wage　open　shops．

The　union　thus　ernbraced　scientific　management．　But　this　“cooperation”　with

management，　far　from　being　class　coliaboration，　meant　a　deep　invasion　into　the

managerial　sphere．　The　ACW　could　assume　practical　control　of　productlon　and

attempted　to　manage　the　men’s　clothing　fims　as　well　as　the　industry　itself　as　a

co－partner．　Yet　it　must　be　rerriinded　also　that　as　long　as　the　ACW　regarded　pro－

ductive　ethciency　asi　a　precondition　of　wage　increases　and　better　working　condi－

tioris，　’狽?ｅ　ACW’s　invasion　into　the　managerial　sphere　was　．acceptable　to　manage－

ment．
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